
Title 教育・研究支援業務報告

Citation 北海道大学農学部附属農場技術業務報告, 3, 2-88

Issue Date 1999-04

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/14518

Type departmental bulletin paper

File Information 3_2-88.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



教育・研究支援業務

作物グループ
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1 .概要

長年の懸案であった農場の組織改革が成り、平成10年度から 3部門 4グループ体制が発足

した。作物グループは、!日 13部のうち作物第 1部、作物第 2部、育種部、農機具部および農

業実習部の 5部を母体として技官 6人(+定員外職員 1人)で祷成され、値物資源開発部門

(専任教官 3入、兼任教宮4人)と連携して諸業務を行う。畑作と稲作に関する技術指導(学

生の実習教育)、研究支援および技術開発を専門とし、基本的にはi日部の業務内容を受け継

いでいるが、共同作業化を進めるなかで独自の共同研究ができる余裕を生み出したいと考え

ている。グループの体制として、代表、副代表のほかに庶務、会計、実習の各担当を霞き、

研究支援に関してはl日5部の利用担当およびそれ以外の担当、水田担当を決めて業務の円滑

化を図っている。また、作業の打ち合わせや情報交換のため、毎週末に部門・グループ会議

を行っており、次週の作業予定表をE-mailで全員に配布している。

(植物資源梼発部門 作物グノレープ主任 自国 宏一)

2. 業務内容

( 1 )研究支援業務

1 作物生長調節弗iによる豆類の草壁制御と乾物生産との関係
廊場 (40X 40m) 

2 作物生長調節剤による牧草の草型制御と乾物生産との関係

園場 (22.5X 13m継続)

3 トウモロコシの多穏型品種の乾物生産特性の解明

鼠場 (20X40m)

4. 低水温が水稲の生育に及iます影響
水田 (1，000ni)、(湧水地 40ni) 

5 パレイショの根系の遺伝的差異と耐乾性との関係

間場 (30X40m)

6. パレイショの様系改良系統の作出

岡場 (40X20m)

7. 作物のヒ トストレス回避機構の解明
臨場 (10X20m、強風防止のため、オンコ内希望)

8 ムギ類栽培種の保存栽培

国場(10XIOm)

9 守 パレイショの根系改良系統の保存栽応

問場 (25X8m、閥再症裁士討のため、オンコ内希望)

1 O. サイトウの根系改良系統の保存栽培

悶場 (20XIOm、編隊栽培のため、オンコ内希望)
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1 1. 作物生理生態実験室 1 (作物対の調査、資材置場)

施設(収穫康)

1 2 作物生理生態実験室-2

施設(プレハプ2階の一室)

1 3. ガラス温室、終室および簡易ハクス

施設(酒場を含めて 40mX 20m) 

1 4. テンサイの抽苔性および単腔性の遺伝解析

長日園場 (1，000ni'、指定)

1 5. 野生ダイズの形態調査

酒場(1， 000rn') 

1 6 ビート遺伝資源維持のための母根養成

悶場 (2，000rn'、利用分は 100~200 rn'程度)

1 7 ダイズ感光性および耐冷性の遺伝解析

国場 (500rn') 

1 8 ベレニアノレライグラス選抜、交配偶体の維持

園場(1， 000rn') 

1 9. イネ標識遺伝子系統の保存

水田 (2，000rn')、関場 (2，000rn'、ピニ ノレハウ用)

2 0 農業機械利用の適正化に関する研究および農業機械の自動制御に関すね研究

回場 (3，000ni') 

2 1. 高 CO2条件に対する作物の反応

園場 (200rn'、装置固定化)

22. 緑肥作物の生育比較試験
間場 (2，000ni'、畜ーの焔)

2 3 飼料用トウモロコシの品種比較試験

酒場 (2，000rn'、畜ーの畑)

24. 生ゴミコンポスト施用が作物の生育におよ1;<す影響
闘場 (500rn') 

2 5. アズキにおける硬実発生の要因

関場 (400rn') 

26. 飼料作物の永続性に関する研究

題場 (1，000rn')、 ビニーノレハウス(100rn') 

2 7. 新規導入作物に関する研究

随場 (500ni') 

28 イネの直播に関する研究

水田(1， 000ni')、育苗ハウス

2 9. 作物の展示(見本間)

関場 (400ni'、ハプ、牧草)

3 0 コムギの休眠(種子休眠)のメカニズムの解析

園場(100ni'、種子のみ採取)

作物グループ

3 1 .作物の生産機能の向上に関する研究、駿性土壌・低隣土擦に対する耐性機構の解析

図場 (3，567rn'、オンコ内) (3，380 rn'、 1農場)

水間 (1，000rn')ガラス室 (230m'、オンコ内)

3 2 インテリジェント・マシンビジョンの開発

額場 (1，000 ni'トウモロコシ CCDカメラによる画像所得)

3 3. キンギョソウ転移因子の遺伝学的調査と育種利用に関寸る研究

闘場 (1，000rn'、随一内)

3 4 テンサイ雄性不稔細胞質の発現と分化に関する研究

開場(1， 000rn') 

3 5 被覆材による温室内環境変化に関する研究

ピニ ノレハウス (600ni') 
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作物グループ

(2)学生実習業務

農場実習 1:毎遇月曜日生物資源科学科3年生対象(必修単位)

毎週水縫臼ー農業経済学科(必修単位)、他学科3年生対象(選択単位)

農場実習II:毎週木曜日一生物資源科学科3年生対象(選択単位)

農業機械学実習.毎週火、金曜日目農業工学科3年生対象(選択単位)

生物資源科学実験毎週火、水曜日生物資源科学科3年生対象(必修単位)

一般教育演習・毎週水曜日ー農学部以外の2年生対象(選択単位)

月/日:s童日 実習科目 実 習 内
~ 

'fr 

I 4/9 i (木 農場実習 Eガイダンス服装、用意するもの、その他注意事項)

14/13 ! (旦農場実習リjj-1主主主J日工沼トマト播種空塑皇霊笠主型
411引(水川 JJ fI (農経学科他)

4/16 木 農場実習 E各班毎に話し合い、作付けの打ち合わせを行う

五司位)十 l 

4/2配(月)農場実習 I鶏、豚飼育乳牛飼育(生物資源科学科)

4/21 大 農業機械学実習水稲燭種 耕転整地作業等の見学

1 4 弘明~J農場宗主_LP理』崎将悶(関学科他)
4123 木)農場実習 E各班毎に話し合い、作付け計爾をたてる
ー→一一一十一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一 ー一一
4/3C 木 各班毎に話し合い、作付け計図書を作成する

5/1 金 農業機械学実習ビート橋種 シードプランター使用)

5/7 木 農場実習 E土壌改良剤散布後、耕転機実習。区酒作り、ベッド作り

5/8 金)農業機械学実習馬鈴薯播種

5/1ド(月 農場実習リ乳牛飼育/鶏、豚飼育(生物資源科学科)

5JL耳石1扉両学副元通正市長扇面「一一 一一一一一 一一 一

5Jii7-iL1Eι-実--W/ IT~L牛白育/簿7 豚;ゐ育ー(農経学長他)
5/14 木 農場実習引単肥(硫安、過石、極化カリ)配合、施日巴、ベッド作り、マルチング

5/181 (月 農場実習リ馬鈴薯播種、トマトの鉢上げ

同 20 水)I " 
I " '( " ) I一般教育演習馬鈴薯ヱダマメ、スィートコーン燭種
5121 木農場実習立 5114日に同じ。

区担i日里J是主主J1E!l~~.J生物資源科学科)
5/27 水) 国植え農経学科他)

5128 I (木川農場実習 E粒状殺虫剤施用、施日巴、播種、苗定植、添え木立て、苗帽子装着

5/29 金 農業機械学実習水稲移植(乗用田植え機使用)

日 1日1豊里竺W/~:エダマメスィーワ二三空空笠智塑塑科)

り/3J (水2-'-__ "…一一一一一一一一← L 一一塾経坦型L
6/8 : (月)1農場実習 I加工用トマト定植(生物資源科学科)

6/9 : (火)I農業機械学実習|ビ ト間引き・ホー除草
i山 1何農場実習 II加工用トマト樫(樫問問)
"水)1生物資源科学実験|馬鈴薯の池上部乾物重視l定

6/11 (木)1農場実習 III5/28日に情!じ
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作物グループ

容内
丸刃
丘三

世
大実習科目

農場実習

月/日， a/JlB 

一一一一!住宅金盟主(生生期空学習)一 一一一一
(漫経学科他)

6/18' (木)1農場実習 IIIトマトの支住立て、間引き、かん水など
6/22 (月)1農場実習 11農産製造/養蚕(生物資源科学科)

6/23， (火)1生物資源科学実験|馬鈴薯の地上部乾物重測定

(水)1農場実習 11農産製造/養蚕(農経学科他)

" " 

6/15， (月)

6/17' (水)

6/24 

(木)1農場実習 III鎌の研ぎ方、農場実習E陣場周辺の草刈り
(金)1農業機械学実習jビートのホー除草

l一一一一一一一一一一一一一一一一
(月)1農場実習日馬鈴薯の中耕ー培土、スィートコーンの間引き(生物資源科学科)6/29 

6/30， (火)1農業機械学実習|トラクター運転実習

7/1 : (水)1農場実習 11馬鈴薯の中耕培土、スィートコーンの間引き(農経学科他)

712 (木)1農場実習引差是薬の希釈、混合、散布液の作り方と散布の仕方

7/3 j (金)1農業機械学実問トラクタ一運転実習

716 (月)I農場実習 1Iセロリの定様(生物資源科学科)

(農経学科他)" 
一般教育演習[馬鈴薯、ヱダマメ、スィートコーンの間引き、中耕・除草.t苦土

7/9 (木)I農場実習立い間引き、追肥、中耕徐草、培士、芽欠き、整枝、誘引、かん水など
農業機械学実習iプラウィング実習
農場実習 11農業機械、ヱダマメスィートコーンの除幕(生物資源科学科)

(農経学科他)H " 

7/13' (月)

7/15 j (水)

ガイダンス/リンゴの摘果(北大農場余市果樹菌)

農家研修(牧野農園)

農場一夫翌町7/9B竺同]じ。
夏期実習。" 

7/16 ' (木)

7/21 i (火)

" 
トラクター運転実習/[薗場管理

7/24' (金)I " " トラクター運転実習/園場管理

7/27J1里11 L- i 一一一三空竺豆三竺空空i竺〔豊田氏) 一一-
812到1竺LI里墾些埜学竺習|里竺望JI)(穫(空T!--)どさネ，:$' i聖用L 一一 一

912 : (制|一般教育演習i馬鈴薯、エダマメ、スィートコーンの収穫
9/24， (木)I農場実習 III最終収穫、資材等の水洗、後片付け、茎業残主主処理

農業機械学実習i水稲収穫(自税型コンパイン使用)

農場害習 uイ子、戸鈴薯ネ三一→トコァJントマト収後(生物写源科学科)
(農経学科他)" 

北大農場余市果樹園にてナシ収穫(全学科合同)

10雇7(示|会主従点字五言i亘工下JI)(亘(t:-iト)¥-ニぷ:$'使用)
12/2! (，，) I "機械工作実習(工作機械の名林及ひ取り扱いについて)

l也!..".)J，"  " (7三壬ヨ埜!当型静哩E
12/161 (，，) 1"  "旋盤による文鎮のつまみ製作)

1161(")1 " 
日百万1
112吐立L1 1 1 11 1時三主王位向!さ至i容断実習)
11271 (，，) 1 "  "交流アーク溶接機械及び直流半自動溶接機による溶接実習)

" 
(ボール盤による穴開け加工)" 

" 

" 
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6/26 

" 7 /8 ' (水)

!I '(  JI ) 

7/10 ' (金)

" 
" 
" 

( " ) 
(月)

" 
ヨ/28

9/30， (水) " 
" 

(サンドペーパーでの文鎮の手仕上げ)" 213 : (，，) 

7/22 I (水)

7123' (木)

10/1 ' (木)



作物グループ

(3)管理作業業務(作業暦)

月 4月 5 月 6 月

日い316 20 211 611 13 1518 21 J/ 22 25 25-28 291 1 5 12 15 17 19 23 24)，6 
一一 一一一一一一一一一一一一一一一)
|予育ハ催:予施遊代{崖代防代 田代:補代畔 集農除中;農

措苔ウ芽:搭 sE水か芽か鳥か H 植か:績か草 H 草薬草子;薬

土ス・後池き・き網き えき:き刈 散剤し散

務内主主宣、清 媛、張 : り 遼布散;布

整耕種播耕掃種畔り 補繍 搬布
転)転(草(植:植

直声j直

播り播

I 6 J/ 27; 18 
一一一一一一一一一一-H皇赤 徐: 除

sEク草: 草

ロ

)¥ 

播

種

ト一一 14 18 19 J/ 20 18 23 24 29 30 
一一一一一一一一一一一一一一
:耕耕鑓除寒 播除問

転車云種革冷 種草引

剤紗 剤き

掲魅散が 散 /1 " 

Z重切布け : 布除

り ;草:

① 
①:③①:  
③①①②①:③⑥②②③:  

24 J/ 301 1 7 20 ! 3 8 11 17 18 26 291 
一」 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一:一一一一一 ，

種浴種:播 徐 τ農中仮本除農;

イ光イi 種 革 ;薬耕培培 H 草薬

モ催モ;1iIJ 散土士 数

消芽の H 数 :布除 布:

毒開切j 布 草

始断:

①①  
③ ③③  

②⑥:①⑥⑥①②②②:  

水

稲

② 

麦

① 

ス
ィ

l
ト
コ

l
ン

馬

鈴

薯

④ 
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8 月 9月 10 月

9 172930 I! :4~6 1013 14 17!1，317 21知:12，567B2329:16H 1718M20 
J 一一一一一一一「二一一一一一一一」一一一 一一一一一一一一『一一一一一一一一一一

ヒ漫Hfj' ~主農: I坊ヒ農防 : 1常は街 j穏籾稲稲コは奴:籾 精 乾

エ薬草草薬;鳥ヱ薬鳥 11 " 切さメIJ /1 ~ !誕掴藁刈ンさ穫 z摺 米 燥

扶散刈 散;網抜数網 :り立り:運り還りバ立機;り ー 機

き布り遼布:設き布修 : て".-....;搬 鍛(イて械袋 ( 

搬~ I萱 繕 j 作ほき~--精(直ン片整: i宣ほ詰(ほ精
りしら;粟米莱播整付備:j番しめきし米
のらj沢 沢)儲け j'-"の(らの機

ゆ.........:へ へ ; ゆ麗らゆ鐙

: め め播 3 め{錆

9 
: 7  

: 4 I! 11 I! 

:農乾 「官7書
:t湯燥 : 転種

:へ機

i出 1青:鎮
圧

10 11 25 3li 4 7 11 18: 26 

農収 残

薬穫 11:11 !I 11 " 潰
散 H 処
布 ，理

①①①j ① 
③ ③③③:③  
②⑥②③⑥:②②②②:@②⑥⑤i ⑤ 

16 30: 10 12 19 20 21 24: : 9 13 15 19 21 22 I!: 12 
-農 是正一蚕 E一度収 れ :選選箱 : 浴

薬 薬:薬穫械穫 : 矧j別言古 μ 11 " 光

散 散:散機のキ 男 !キ男め 崖

布 布 1布整枕タ 爵: タ爵キ H 男トト;芽

備地ア :ア タ 爵ウヨ j ハ
掘カ カア ヤシ:ウ
りリ I! リカ ロj ス

リ i の
① 片

③付

⑥:①②②②②け⑨

作物グループ

月1 1 月7 
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② 

⑤オンコ内廊場⑤長日臨@偏向正掴③精密臨場
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作業暦〈続)
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作物グループ

3. 作物別課題と問題点

( 1 )水稲

農場の水稲栽培では、学生実習に生物資源科学科. (20a)、農業経済学科、{也学科. 20a、生物

生産工学講座 l旬、の面積を使用し。実験では、作物生産学講座 20a、植物育種学講座 20a、

作物栄養学講座. lOa、の面積を供与している。他に、農場作物グループで行っている、移植と

直播の比較試験に 20aを使用している o (学生実習水田の一部を使用して、半不耕起栽培と側条

施nE機の試験的栽主音を行っている。)

なお、この水回で収穫された玄米は、今年度から精米して北大職員に販売している。

農場水穏栽培の問題点して上げられるのは、水温の低さである。当農場では、水間の水源は地下

水を使用しており、水温の上昇のために遊水地を通して水田に入水しているが、遊水地の漏水が

ひどく、水稲栽培に適した水温が得られないのが現状である。

実習及び実験等とは別に、また、学生毎年、幼稚園児による田植え及び稲刈りの体験実習も行わ

れている。

( 2 )秋まき小麦

昨年度までは、秋まき小麦はホロシリ小麦を中心に播種、管理、生産を行ってきましたが、今

年度以降は、ホクシン小麦を中心に播種、管理、生産を行っていきたb、。

ホクシン小麦は、対病、生育期間等はホロシリ小麦に大差なく、品質的にも優れている。問題点

として、播種量、及び雪解け後の追nE量を注意しなければならない。特に起生期以降の窒素施肥

が多いと小麦のタンパク質が上昇しやすく、品質の低下につながるので注意したい。

実験等には、農学部の作物生理学分野に、 5aほどの穏を供与している。

( 3 )トウモロコシ

精密圏場 20aは、実験区 lOa残りは生産用(ピーターコーン)を遅まきにし、大型実験関場 50a

は生産用(ピータ -235・ピーター 61 0)、オンコ内回場(ピーターコーン) 5aは遅まきに

して作つけした。

問題点として、毎年播種後にカラスなどの食害が多いので今年は、種子に忌避舟IJ (キヒゲン)を

粉衣した結果被害は少なかったが、ピーターコンについては、精密闘場・生産問場の出芽が悪く

その影響で収量は減少した。オンコ内関場では平年並みの収量があった。

原因として、土壌の図粒化が考えられる。

( 4 )馬鈴薯

精密圃場では実験区 2旬、大型実験問場では、男爵薯 20aキタアカリ 35aトウヤ 5a の計 60a

オンコ内劉場は、実験区 5a生産区、男爵碧 4aの計 9aを作付けした。

問題点として、大型実験区のキタアカリは、地上部(茎)が細長く地下部が小玉のため収量は減

少した原因は不明であるが、ほかの男爵・トウヤについては、平年並みの収量があった。

-10ー



作物グループ

( 5 )どート

大型実験回場に 30 a ・精密翻に 20 a ・長日間 20 aの栽培試験をしているが

発芽後根キジ虫の被害に遭い追加援種した。

その後は比較的!眼識に生育したが、収穫時期の加湿による根腐れにより被震は平年並みなのに対

し、梼分は低下した。

( 6 )大豆

精密潤 40 a ・オンコ内関 5aに、札幌みどり・ユキムスメ・ワセミドリ・光黒大豆などを栽

培試験している。ほとんどは枝豆として早期に収穫するが、

1
 
1
 

一部は種用大豆として収穫する。

;【

4

3

3

j

e

l

l

i

-
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作物グループ

4.作物グループ資料

(1)種子量及び施肥量

作物名 品種名 栽I苦面積 揺種量 施 m~; 量 肥量成分

(a) (kg) kg/10a (kg) I kg/10a N-P-K-Mg 
(直播) きたいぶき 3.3 日f- 10 16.5 50 12-16-12 ゆきまる 3.3 10 16.5 50 

ト一一一一
3.4 3.4 10 17 50 

(移植) L一三一一 0.6 3 10 50 

ゆきまる 2 0.6 3 10 50 

水稲
ゆ一|あきき一ひほかり

2 0.6 3 10 50 

2 0.6 3 10 50 

ほしのゆめ 10 3 3 20 20 (追肥20kg)

きらら397慣行区 30 9 3 150 50 

伊l条施肥区 10 3 3 20 20 (追肥20kg)

実験{也 52 

(育首) 1.6 80 50 12-15-8-5 

小麦 ホロシリ 30 45 15 240 80 12-20-12-4 

実験的 7 

ピーターコーン 20 3.4 200 

スィート ピーター235 10 1.7 1.7 100 100 13-18-10-4 

コーン ピータ-610 31 52.7 310 

実験他 20 

男爵 20 300 

キタアカリ 35 360 

馬鈴薯 とうや 5 220 60 120 7-11-9 

トヨシロ 6 132 72 

実験他 16 

ビート 日三アン 20 0.52 0.26 240 120 12-17-11-4 

実験他 52 

ワセミドリ 4 2 32 

サッポロミドリ 6 3 48 

大豆(枝豆) ユキムスメ 6 3 5 48 80 4-13-10 

中生光黒 4 4 32 

実験他 21 

小豆 エリモショウス 6 2.4 4 48 80 4-13-10 

実験{也 12 

金持 実験他 5 

トマト KRN2011 3 1.5401位 2.200粒 30 100 10-20-10-3 

えん麦 緑日巴等 117 175.5 15 

牧草 実験他 37 

つ臼ー



(2)使用農薬

作物グループ

作物名 l 殺菌剤

タチガレエース

べンレート

水稲 iカスラブバリダス水和剤
ヒノパイジェット乳剤

パスアミド

ヲ予マ平予水和剤

グリーンダイセン水和剤

馬鈴薯 |ジマンダイセン水和剤

フロンサイド水平日剤

ダコニール1000 

殺虫剤

エルサン乳剤

トレボン乳剤

パイジェット乳剤

オルトラン水平日剤

エルサン乳弗l
ピリマー水平日斉1)

ランネート水和剤

アルリメート乳剤

アグロスリン乳剤

トレボン乳剤

オルトラン粒剤

キヒゲン

fii一主 |下日一ミ /71雨同一 !日不克粛l
パイレトン水和斉スミチオン乳剤

ピニフェート粉剤

ダイシストン粒斉1)

ダイアジノン粒斉1)

オルトラン水和剤l
EPN乳剤
トレポン乳剤

キヒゲン

紛衣沼ノマート

マリックス乳剤

オルトラン水和剤

ダイアジノン粒剤

トレポン乳斉1)

ダコニール 1000 オルトラン粒斉1)

トマト iペンレート |オルトラン水和剤

ゲッター水平日剤 |トレボン乳剤

カスミンC アグロスリン乳剤

スィート

コーン

豆類

Le 
u」

カッパーシン水和剤

リゾレックス水和剤

ダコニール1000 

その他

除草剤

t
b
u
V
1
L
V
 

j

j

 

フ
フ

L

ア

ア

剤

ス

ロ

ロ

粒

ッ

フ
フ

M
剤
万
ノ

期
間
ブ
ツ

S
粒
一
ロ

乳

一

ツ

ト

ユ
7

ム
ハ
メ
ツ
シ
一
ク

タ
ニ
サ
メ
ツ
一
リ

ス
ユ
ク
マ
プ
一
プ

ラッソー乳剤

ゲザプリム 50

アクチノール乳斉1)

MCPソーダ塩

クロロ 1P C 
ベタナール乳剤

ランドアップ

MCPP 

ゴーゴーサン乳剤

注)ここに記載されている、種子、肥料、農薬、資材は生産を中心ににしたもので、

実習実験等は含まない。

q
d
 
l
 



作物グループ

(3)使用資材

作物 資材名 規格 更新時等

シルバーポリシート 9 0番 270X100 5年

ビニールハウス用シート 0.15X470X45x 2本 3年

ビニールハウス用シート 0.15X 150X 100 3年

ビニールハウス用シート 0.15X100X100 3年

水稲 水稲育苗用保混パット 5年

青苗用ポットケース 3型成苗ポット苗箱 毎年30ケース

防鳥ネット 30四 X30阻 X40mX25mX12枚 5年

紡鳥ネット用針金 11番線 100kg 毎年

出荷用袋 10kg用 毎年300枚

結束紐 ハ.インタ.ー用 年半ダース

収穫用コンァナ m型A 毎年 10ケース

馬鈴薯 ビニールハウス用シート(浴光催芽)0.1 X540x20 3年

ビニールハウス用シート(浴光催芽)0.lX120X50 3年

出荷用ダンボール 10kg入り用 毎年1300箱

|一lト一ウ一小モ一ロ一麦一コ一シ-
収穫用袋

I毎毎年年33 00 枚枚
A麻袋

大豆(枝豆) 収穫用コンテナ B-18-2 

出荷用袋 毎年 1000枚

収穫用コンァナ B-18-2 

加工用トマト マルチシート 0.3 X 180 X 200 毎年2本

パオパオ90R 350X200 毎年

4
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作物グループ
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教育・研究支援業務

機械グループ
河合孝雄、仁和敏夫、佐藤浩幸

1.償要

当グループは、農場における機械化体制およびトラクタ機械化に対応するため1960年に新設された管

理部管理掛(翌日年に作業管理部と改称)を前身をとし、 98年4月から農場新組織発足にともない機械グ

jレープとなった。

農場共通のトラクタ及びその付属作業機等の機械類を管理するほか、各部門と協議連絡して適正に運

用し、幾作業の円滑化、能率化を計ることを目的とする。運営予算は、援場3部門でそれぞれ利用した時

間に応じた算定比率 (82年度より年毎に大きな変動がないよう配慮する意味から過去5年間の平均値)を

基に各部門が負担する受益者負担を原則としている。

現在、農場主事を主任とし、 3名の技術職員が自己置され、おもに以下の業務を担当している。なお@J)

③の業務は作物グループと密接な関わりをもって行われるため作物グループに兼務となっている。

①トラクタ12台、作業機・穀類乾燥機等約60台の作業運用計画・調整及び実施記録のまとめと評価

及び機械化体系策定の検討

②機械の操作及び利用する技術官への操作指導

③学部学生に対する、農業機械関連実習

③機被の調整・開発・改良・保守・点検・整備

⑤教育・研究用機~の試作・開発・改良のほか特殊な用具の開発改良などの対応

⑥農業機械関連への対応(教育・研究等)

⑦研究のための牧草に係わる酒場管理、試験等に係わる業務(試料の育成・観察・分析等)、調査

・研究、共同研究

c?:牧草及びハーブ見本園の維持管理

2.トラクタ・作業機及び園場慨要

表1に当部保有トラクタ・作業機一覧を示し、また表2・表3に牧草・ハーブの作付け草種及び

品種一覧を示した。

(1)98年度機械修埋概況

保守管理について、農業機械ハンドブックでは以下のように記している。

『農業機械が故障して、作業計画が狂い、作業i盛期を逃してしまう場合の影響は、作業能率が高

い機械に機械になってくるほど、ますます大きくなる。農業機械は、よりよく、より早く、より安

く、農作業を行うための手段であり、忙しいときにこそ信頼しうるものでなければならない。保守

管理は、機械性能の維持だけでなく、安全性の確保と耐周年数の延長にも努める必至Eがある。

機械の保守管理は、人間の健康診断に当たる点検、即ち予紡整備と、治療に当たる故障修理、即

ち整備に大別される。点検には、 「毎日整備Jともいわれ毎日、作業の前後に実施する日常点検と

17~ 



機械グループ

日常点検では手が届かない箇所の点検と整備を実施する定期点検がある。

機械の故障修理の基本は、機械の様造、特徴、性能を十分理解し、機械の平常の状態をよく知っ

ておくこと事が重要である。異常音・異常発熱・異常臭・異常磨耗など平常の状態と異なる兆候を

示すものである。初期故障の発見が大故障に受らせないために極めて重要である。故障の再発を避

けるため、その原留を探求し、必要に応じてその対策をも検討する。故障の原因は、運転操作不

良、点検整備不良、修理不良、設計製作上の欠陥、部品の自然損耗などに区分される。故罪事の原因

と異常部位の関係を的確につかむ必要がある。』

表1 縄械グループ保有トラクタ・作業機一覧 (次ベージに続く)

機嫌名 製作所 規格・大きさ

梓 H ・トラヲタ林幹事

フォードソンメジャー(FM)

フォード5000(F5000)

マフt{77-j'ソン185(MF135)
刊H77-j'ル595(MF595)
フォード661O(F6610)

イセキTL4000FG(γL4000)

マフtイ77-j''li3050-4C(MF3050) 

クボタLl四275DVBMAX5JP(し1-275)

クボタA-15DBP(A-15)

ジョンディ 71850DM(JD1850) 

クボタGL220BSP(GL220)

ヤンマ-AF-250RVXUKS5R(AF-250R) 

三菱CT-83耕うん錘

傘三菱耕うん機

傘

兼用プラウ

兼用ブラウ

兼用プラウ

事リバーシブルプラウ

チゼJレプラウ

サブソイラー

ライムソワー

プロードキャスタ

マニュアスプレッダ

マニユアスプレッダ

マニュアスプレッダ

デスクハロー

デスクハロー

口タリ

ロータリ

ロタリ

ロータリ

代掻きロータリ

ロータリ

ローヲリ

グレンドリル

コーンプランタ

グラスシーダ
事ポテトプランタ

事ピーンプランヲ

'ビートプランタ
鎮圧ローラ

フォド

フォード

MF 

MF 

フォード

井関農機

MF 

クボタ

ヲポタ

ジョンディア

クボタ

ヤンマー

三菱重工

三菱重工

フォド

スガノ農機

スガノ農機

スガノ農機

MF 

ランサム

(英)

(英)

(英)

(仏)

{英}

(日)

(仏〕

(日)

{自)

(独)

(日)

(日)

ディーゼルー 2経・ 42PS

ディーゼJレ・ 2駆‘ 65PS

ディーゼJレ・ 2駆・ 75PS

ディーゼJレ 4駆・ 95PS

ディーゼJレ 4駆・ 79PS

ディーゼjレ・ 4駆・ 40PS

ディーゼJレ・ 4駆・ 69PS

ディーゼJレ・ 4駆・ 27PS

ディーゼル・ 4駆・ 15PS

ディーゼル 4駆・ 59PS

ディーゼJレー 4駆・ 22PS

ディーゼJレ・ 4駆・ 25PS・高速耕うんトタリ付

(日) 8PS 

{日)

(米) 14" キ2

(日 14"*2 

(日) 14" *2 

(日) 20" * 2 

(英 1.98m 

{英 65cm

スター轟織 (自) 320L 

ノードストン (デ) 1000しタ ポマチック

ハワード (英) 5. 5m 

ニューホランド{来) 4. 3m 365型

ジョンディア (加) J D455 8.3 m (ハイドロプッシュ式)

フォード

INH 

小橋工業

小橋工業

小橋工業

松山

松山

小橋ヱ業

小掃工業

ノードストン

ガスバルド

ブリリオン

十勝農機

母端農機

サ-t;Jレ鉄工
スター農機

(米) 18" *20 

(米) 20" *32 

(B) KC240 (2.4m) 

(B) KC242 (2.4m) 

(日) MLl80AF (1.8m) 

(日1.4m (A-15用)

(日) 2. 4m (U-275用)

(目) M150丁ω4S(1.5m) 

(日) PK247 J但 2L(2.4m) 

(デ) 2. 5m 

(伊) SA-480-4 (4畦)

(米 1.55m 

(B) 2畦

(日) 4畦

(日) 2畦
<B) 2. 5トン

-18 

1999年1再1日現在

購入価

墜A笠-(王皇i

1956 

1967 

1972 

1982 

1985 

1988 

1990 

1990 

1990 

1991 

1995 

1997 

1969 

1959 

1984 

1988 

1985 

1983 

1956 

1980 

1992 

1974 

1983 

1996 

1958 

1975 

1976 

1987 

1989 

1989 

1989 

1994 

1998 

1984 

1992 

1960 

1978 

1979 

1979 

1981 

1，230 

1，500 

2，116 
10，000 

5，950 
2，481 
5，210 

2，300 
970 

1，431 

2，827 

255 

76 

370 

235 

440 

102 

207 

340 

1，148 

1，670 

2，029 

110 

1，200 

488 

543 

398 

348 

689 

1，100 

799 

187 

318 

676 



機械グループ

機械グル プにおいても、日頃から適切な保守管理に努めている。しかし、機械に故樽はっきも

のである。今年度の故障修理のなかで比較的費用及び時間の要したものの修理記録を以下にまとめ

た。その原因、考えられる対策、感想などを記した。

①イセキτ工4000 トラク夕、フロントデフ、 5月 6~l1 B

フロントロ ダ作業中、前輪へ駆動力が伝わっていないことに気付き、リングギアとデフ

ケ スの接合ボルト破損が原因であることが判明し修理した。フントロ ダを装備しているト

ラクタ3台中、最小で旋回半径が小さいことから桑国・果樹園・ハウス周辺等狭所での利用で

'&1 続き

樋械名 製作所 規格・大きさ

テクノマ (仏) 400L 

共立 (13) 8∞L 
日遺憾 (日} 3畦

スター農機 (日) 3畦

小橋工業 (日) K500 5陛

小嬬工業 (日) K502 5畦

佐々木農機 (日) 1.2m 

クラース (独) ドミネータ-38S(2.7m) 

石川島芝滞機械{日) CX2日GAKN 3条メ1)

R-C (仏) 1畦

松山 (日) 三菱耕うん慣用1畦

松山 (日) 1畦

サムロ (スイス) SC 

13，轟犠 {日) アクツ式410TUR80

小橋工業 (自) F211 2.1m 

-ブームスプレーヤ

ブームスプレヤ

・力11-チベ…タ

・培土侵

口ータリ力Jレチ

ロータリカルチ

ロータリモーア

普通コンパイン

自税コンパイン

コーンピッカ

ポテトデガ

ポテトデガ

ポテトハーベスタ

ビートハーベスタ

ストローチョ・ノパ

ヘイモーア

ヘイモーア

ジャイロテッダ

ジャイロテッダ

ヘイレーキ

ヘイレーキ

ニューホランド(仏 442 デスヲ型1.6m 

ニューホランド(仏 442 デスク型1.6m 

エパーグリーン(独 5.1m

ターラップ (デ 744 5.35m 

パンフォ ド (英)

クーン (仏) κF4 

へイベーラ

フォーレージハ ベスタ

ニューホランド(米 315 1.71mピッヲアップ

ニューホランド(米 717S

購入価

購入年 (千円}

1975 520 

1979 1，073 
1974 114 

1976 153 

1982 604 

1989 498 

1988 250 

1988 

1989 2，300 

1972 

1973 1，508 

1981 390 

1981 600 

1985 1，600 

1986 510 

1987 

1989 

1988 

1996 

1970 

1988 

1977 

1975 

フォーレージワゴン

フォーレージワゴン

ハイダンプトレーラ

フォ レージブロゥ

ほくさつ

ほくさつ

メムロ機工

クール

(日) 特注 2台購入

(日 TC-551O12m 

(日 LW-130 13m 

(米)

続入価は1台単価 1972 

1990 

1990 

1985 

チ争鵠純正フロントローダ

.10フロントローダ

'JD純正フロントローダ

三陽機器 (日) 標準、マ二ュア (TL40口D用)

.10 スエデン) 標準、マニュ7.ビート (MF595用)
ヤンマー農機 (13) 標準.除雪プレード (JD1850用)

700 

620 

844 

224 

665 

2，106 
2，764 

646 

1，330 
1，040 

820 

1988 

1989 

1992 

1957 170 

1979 697 

1988 174 

1989 275 

1989 116 

1997 741 

1997 714 

1997 247 

トレーラ 北海自動車 (自) 2トン積み

トレーラ ぼくさつ (日) HS3W-2 ダンプトレーラー2トン積

トレーラ ほくさつ (日 HT-21 1トン積

ま宝物運搬車 斎巌農機 (日) KD-2200 (トレーラー改造)

掠頚I!l送機 斎藤農機 (日) B-551 (パネコン)

高所作業車 ササキ (日)クポタFHD6-111

理I!l車 筑水キャニコム(日) ELS680K3DP 600kg積

担切リテェンソー 小松ゼノア (日) RC620 

鉱物用種環型乾燥機 山本製作所 (13) SBD-3ESM (7トン 1989 1，835 

注1)'EOは作業菅理部以外の部で所有している作業機.これらは、管理部のトラクタを使用 注2) トラクタの後ろの( )は略称

注3)購入価は、消費税込み

n吋
dl
 



機械グループ

便利なため稼働時間も多い。フロントローダ作業では、前部に荷重がかかり、四輪駆動ONで

フル旋回することが多い。これらの条件が重なりタイトブレーキング現象によりフロントデフ

に負荷が集中したためと思われる。運転上の対策として、スリップするなど作業上支障が生じ

る時以外は四輪駆動OFF、ON時でもなるべくフル旋回をし!ないことなどが考えられる。しか

草I重

表2 牧草見本箆作付け草種及び品種一覧 (総面積品)

1チモシ

2チモシ-

3チモシ-

4チモシー

5オーチヤードグラス

6オチャ ドグラス

7 AA-)'" T 019"う1

8 リード力ナリーグラス

9メドウフェスヲ

10 トーJレフェスヲ

ア一一

置

二

ム

ル

口

惜

一

》

ト

ン

キ

タ

ォ

ア

J
プ

ン

オ

セ

キ

フ

ニ

ラ

ラ

一

ン

ア

リ

ヲ

ヤ

リ

一

ホ

ト

ヤ

一

ケ

フ

ピ

ホ

ハ

力

ソ

タ

テ

マ

で
あ

7

一

'

マ
A

t

、
σ
、，、
J

、
ザ
、
ヲ
，

穫
一
ト

r
一

フ

一

一

一

一

一

げ

ん

草一

γ
日

付

口

口

口

ロ

ロ

ト

ァ

一

ト

乃

万

ク

ク

ク

ヲ

巴

夕

刊

フ

一

打

に

円

力

力

ロ

ロ

ロ

判

ル

一

竹

イ

付

ア

ア

シ

シ

シ

日

ア

一
1
1

フ
h
q
u
A怜
弐

d
《

U

7

t

爽

u
G
d
n
u

一

プ

ウ

リ

リ

プ

エ

ウ

種
吉
J

プ

ツ

ユ

ド

ド

ツ

ノ

カ

ヨ

ロ

間

一

プ

ツ

ク

シ

↑

、

、

力

ト

サ

リ

ン

サ

リ

ク

セ

カ

イ

ラ

モ

ク

ヲ

ノ

キ

ホ

ワ

オ

ア

パ

ト

ホ
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機織グループ

し、実際に多数の運転者に徹底することは、難しい課題である。

②フォーレ ジハーベス夕、カッターヘッド、 5月 20~26 日

ハーベスタ作業前の試運転をしようトラクターのF丁O操作レバーをONにしたところ、ハ

ーベスターのカッターヘッドの入力シャフトが折損した。この入力シャフトは爪型ワンウェイ

クラッチ機織となっており、作業中高速で回転するカッターヘッドをPTOのOFF後に自由

に回転させる構造になっている。だが今回は逆にこの機構がPTOのON時に少なからぬ衝撃

を与える結果になった。後述するトラクタ側の要因と併せて起因した故障と考えられる。

③'101850トラク夕、ロ ダー電磁パルプ配線不良、 6月 22~26 日

このトラクタのフロントローダは、電磁パルプを用いた操作系であるが、最近、操作レパ

を操作しない時も突然動き出す事があるという。時々発生するトラブルは原因究明が難しく

整備士泣かせと言うが、この故障診断も例外ではなかった。一通りの点検と再現を試みたが症

状は出ず行き詰まってしまった。しかし、運転者の意志に反してフロントローダが動き出すと

いうことは危険纏まりない現象であり放置できない。行き詰まった末に、湾度、異常を体験し

た運転者から症状が出た時の状況を詳しく聞いた。不整地で走行中、 トラクターが大きく振動

した時に発生するという。こうした状況を販売庄・製造メーカーなどに伝えると、電磁バルブ

など部品本体の故障ではなく、それらをつなぐ電気配線等が原因ではないかという。そこで、

操作レバーから電磁バルブにつながる配線を引き出しながら追っていくと、キャビン取付部の

隙間をj透る部分で被覆の剥けかかった箇所を発見した。静止状態では十分に機関があるが、キ

ャピン振動i坊止用のブッシュの老化により振動圧縮時に際問が徐々に減少し、配線が擦れたよ

うだ。配線の取り回しを変更し修理を完了した。最初の点検時より、配線を引き出して点検す

ればすぐに発見できた事例ではある。静止状態での目視では、際問が充分あり不具合なしと判

断した結果である。点検整備は、基本に也実にと教えてくれた故障であった。

④1101850 トラク夕、 PTO操作レバー改造(外注)、 6月 29~30 臼

前述したフォーレ ジハ ベスタのカッタ ヘッド軸の折換にも少なからぬ影響を与えた

ものと推測される固このトラクタは、購入時より他の独立式PTOクラッチ仕様トラクタと比較

しPTOの始動回転が急激との指摘があった。実際、これまでも作業機にダメージが与え、故障

に至ったと考えざるを得ない事例もあった。今包のカッターヘッド入力軸破損は、これまでに

ない多額の修理費を要する結果になった。今後の対応も含め販売j苫に連絡を取り、操作レパ

の動きをハンドルが邪魔をしてスムーズな操作が出来ないため急激に回転を始めることを確認

した。当グループと販売底双方が取{寸位霞の変更の必要性を認識し、改造を依頼した。

⑤101850 トラク夕、パワーステアリングシリンダ亀裂(外注)、 7月 8~14日

同じトラクタのトラブルが偶然にも三回続く結果となるが、ヘイモーア作業中に、鈍い音

がした後エンジン後部よりオイルが漏れだした。点検するとステアリングのパワ 系統からの

ようであったが、キャビンが邪魔をして確認が出来ない。パワステ系の故障と仮定しでも、大
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きな負荷がかかるとも思えぬ作業中に故障に至ったのが納得できなかった。時期的にも繁忙期

で他の作業もあるので販売庖に依頼した。その結果、パワステのシリンダーに亀裂が入ってい

たとのことであった。亀裂の入ったシリンダ を確認してみたが、加工待にあけられた穴(メ

クラ桧としてスチルボ ルが入っている)からの亀裂のようでもあり、なんとも割り切れぬ

故障でもあった。

⑤MF595 トラク夕、オイルポンプ入力軸破損(外注)、 8月 6~ 1l日

このトラクタは、前年度に少なからぬ出費をしエンジンを除く部分の全面的なオーバーホ

ル(外注)を実施していた。フォーレージハーベスタ作業中突然全ての池圧系統が反応がな

くなってしまった。オイルポンプがまったく機能していないようである。作業の性格上、緊急

の修理が必要であるため販売庖に依頼した。その結果、エンジンより産後オイルポンプを駆動

するためのプレートを回定しているリベットが切れてしまったためという。また、説明による

とポンプに大きな負荷がかかった場合、他の重要部品の破損を避けるためリベットの強度をあ

えて低く設定しているとのこと。当機においてもかなり以前からリベットの疲労が進んでいた

という e これまで、主にフォ レ ジハーベスタ作業中異物(主にへイテッダのタイン)混入

により作業機だけではなくトラクタにも何度か衝撃を与えてきたが、こうした衝撃を受ける度

に金属疲労が進行していたらしい。前年度のオ パ ホール時に点検していないことを悔やん

だ。

⑦F6610、エンジンG/K、パルプ交換、 9月 1~7 日

13年間使用しているトラクタである。ヘッドガスケット宮防、らのオイル漏れがひどくなり i 

交換することにした。ヘッドを分解すると、バルフステムエンドとロッカ ア ムの当たり蘭 i

の摩耗がひどくなっているのを発見、これらの交換も実施。ヘッドガスケットからのオイル潟 j

れ修理がきっかけでバルブ、ロッカーア ム交換、パルフオバサイス加工を実施したこと i

になる。結果として早期の発見・交換ができ、的を得た修理であったと思う。

③フォーレージハベスタ ロークロップ、lO}'l2~8 日

23年間使用している作業機である。デントコーン収穫作業中刈り取り部の不誠で修理する

ことにした。これまで、刈取部のナイフなどの交換は行っておらず、使用年数からすれば当然

交換時期であり納得した上で作業に入った。予想通り、刈刃、受刃の摩耗はもちろん刈刃を駆

動する輸のベアリングまでも摩耗が進み刈刃、受刃の悶げきが大きくなったのが原因であっ

た。両刃及びベアリングとも交換し整備を終えた。

我々整備に携わる者としてまれにではあるが、今回の整備のように悪条件のもとでよくぞ

ここまで持ちこたえてくれたものだと感心しながら作業をすることもあるが、今回の故障もま

さにその心境であった。
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⑨F6610 トラク夕、エンジンリアシール交換(外注)、 12月 9~16 目

前述のヘッドガスケットを交換したトラクタである。前年度の末にトランスミッションか

らクラッチケースにギアオイルが漏れだし、クラッチケ スを分解してオイルシール交換を実

施した。その際には、エンジンリアシ ルも一応点検し、まだ持ちそうだと判断し組み上げ

た。この8カ月後の出来事である。クラッチケースのオイル穴からわずかにもれ出してくるオ

イルはまぎれもないエンジンオイルである。エンジンオイルであれば、疑うところはリアシ

ルしかなく、なんともあきらめきれぬ心境であった。例年になく早い根雪で除雪作業を行って

いたため、早急に修理する必要があり販売庖に依頼した。

⑬MF3050 トラク夕、フロントPTOギア修理(外投)、 12月2l~1月 19 日

90年に本体購入後、 94年フロントPTOを装備し冬期間、スノーブロア作業に使用してき

た。咋年末、徐雪作業中にPTO軸の回転が急に止まり同時にオイルがこぼれてきた。フロン卜

PTOは、このスノ ブロアしか使用しておらず、年間の稼働時間も少ないためなぜという疑問

が残ったが、オイルシールがゆがんでいてオイルもかなりの量が漏れてきていた。当農場での

修理も検討してみたが、整備スペ スの確保と年末を控えていることを考え合わせ販売j吉に依

頼することにした。しかし、部品の園内在庫はなく、海外メーカーへの発注となった。クリス

マス、新年が重なり至急調達をお願いしたにもかかわらず、部品到着は翌年1月18日、納車は

19Bとなった。農業機械の主な輸入先は、北米やヨーロッパである。クリスマス前後の連絡調

整は難しくこの時期は頭を悩ますことが多いと販売底から聞かされた。日本との国民性の違い

を再認識した。

(2)牧草及びハープ見本国

表2・表3の他にホクレンより市販されているl年生、多年生の花18種類の詰め合わせ種子"ミック

スフラワー"r花便り」を鰭種した。ハーブ、ミックスフラワーは、農場を訪れる多くの見学者の自

を楽しませ、絶好の記念写真のスポットとなった。また、ミックスフラワ一花壇横に写真付き標本

見本看板を設置した。植物名がわかり好評であった。

3.研究課題と実習内容

・食と緑の体験実習、農業機械担当

・農場実習I(生物資源科学科・農業経済学科3年目必修l単位、他の学科3年呂選択l単位)

f農業機械についてJ担当

・5是場実習II(生物資源学科3年目選択2単位)

夏期実習 「トラクタ運転実習」担当

・畜産学科、農業機械の話担当

「各種新規緑犯作物栽培と後作効果についてj

「サイレージ用トウモロコシ実規模品種比較試験j
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「農林バイオマスの超効率的自収循環システムの開発J研究支援

f地球大気環境の変動が農作物の生産性に与える影響の解析J研究支援

「アカクローパの永続性に関する生態遺伝学的研究j研究支援

「イネ科植物の適応戦略に関する発育形態学的研究j研究支援

4.98年度機械利用概況

cl)作物栽培の種類と特徴

当農場は、本学の北西に位置し、農場3部門が管理する約50haの図場を対象に農業機械が利用さ

れている。 また、食用・工芸・飼料作物、務菜、果樹、花井など幅広く栽培され、実験・実習用等

に利用されている点に特徴がある。

このような栽培体系の中で、きめ細かな機械の対応が要求されるため、 当グループの3名では対

応する事ができず、多数 (20数名)の技術職員が機械操作を行うことも特徴の一つである。

(2)作業臼誌の集計結果

当グループでは、作業管理部新設当初よりトラクタ別使用記録日報{冬期間を除く)によりその

運用を把握している。その記録から98年の4月 ~12月までの月別トラクタ稼働実綴を表4に、作業機

別トラクタ稼働状況を表5・表6に、その他機械稼働状況を表7に示した。なお、以後トラクタ名に

ついては表1の( )内の略称を使用する。

表4のトラクタ別稼働時間では、特にMF185とFMが年間を合計して65.5U寺問(前年46.5)

61.0時間(前年40.5)と少ないことが示されている。

最近の管理作業期間 (5月 ~9月頃)の運用として脱着に手聞がかかる(1人作業が容易でない)

ブームスプレヤをF6610tこストローチヨツパをMF185に装着したままとしていることが多い。 また

FMは、当農場のトラクタ第1号として1956年に導入後、 8，000時間近い稼働時間を数え、一時廃車

も検討されたが、古いがゆえに構造も簡単で耐久性に富み、現役で耐えうる限り使用するというこ

とで現在も軽作業中心に短時間ではあるが稼働している。 また、学生実習において、 トラクタの原

裂を実物で説明できる観点からも存在価値が大きい。今後の機械化体系を策定する上で検討が必要

であるが単純に稼働時間だけで計れない商もある。

次に98年の月別合計の稼働時間、稼働日数、平均稼働時間、 l台当稼働率、稼働日数率をみる

と、 まず4月は前年比で稼働時間+15.5時間、稼働日数十4.5目、平均稼働時間十0.111寺問、 l台当稼働

率+1.8%、稼働日数率:1:0%となり稼働時間、稼働日数、平均稼働時間、 l台当稼働率、が前年を上

回った。 4月の天候は、高温、小雨であり、特に本格的に作業開始する下旬は降水量が少なかっ

た。 このため砕土・整地(デスクハロー)作業が順調に進み、 エンバク播種が終了、生態畜産・値

物資源科学部門でパレイショ揺種が終了したことなどによる。

5月は、稼働時間が前年比一49.2と少なくなっている。稼働可能日数が前年比 2であること、 4月

に作業が進んだこと、連休期間中にあたる上旬に降水量が多かったが以降は少なく、作業が順調に

進んだことなどによる。

6.Elは、年間を過して稼働時間、稼働EI数が1番高い値を示した。前年比では稼働時間が-37.1と
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981手トラク夕陽働実績

トラクタNO 2 3 4 5 6 7 

トフクタ名 MF595 F661Q MF185 MF3050 F5町田 JD1850 FM 

馬力(P5) 95 79 75 69 65 59 42 

月 陣働可能日目 棺働時間 1家Il¥自由 師働時間 1高値昨日獄 綜働時間 1東側自由 摘。働時間 楠鋤回数 陣働時間 障制自由 揖自助時間 核働日目 揖{勤時間 幅働日数

4月 21 (21) 23.0 (20.5) 5.0 (G.O) 16.0 (15.0) 5.5 (45) 5.0 1.0 8.5 (10.S) 3.0 (Jω 7.5 (8.0) 2.0 (2.0) 7.5 (9.0) 2.5 (2.5) 

5月 19 (21) 22.5 (11，5) 4.0 (Jω 34.0 (41.5) 10.5 (135) 8.0 (11.0) 2.5 (3，5) 41.0 (41.0) 14.5 (12.5) 14.5 (190】 4.0 (5，5) 13.5 (14.5) 3.5 (4，5) (5.0) (1.0) 

6!l 22 (21) 20.0 (19.0) 5.0 (4.01 20.0 (18.0) 6.5 (5.0) 12.5 (1.5) 3.0 (1.5) 50.0 (53.0) 14.0 (J4，O) 29.5 (41.5) 7.0 (12.5) 23.0 (46.S) 6.5 (10.5) 3.0 (0.5) 1.0 (0，5) 

7月 22 (22) 17.5 (15.0) 4.5 (4.5) 22.0 (26，0) 6.0 (7.0] 2.0 (3.5) 1.0 (2，5) 27.5 (41.5) 6.5 00.0) 4.5 (24，0) 1.5 (6.0) 5.0 (20.S) 2.0 (5.S) 10.0 {14.s1 3.5 "ω 

8月 21 (lI) 14.5 (5.S) 4.5 (2.0) 12.5 (10.5) 4.0 (2，5) 16.5 {17.5} 5.0 (5，0) 33.5 (13.5) 8.0 (5，0) 37.0 (15，0) 9.5 (，ω 30.5 (8.S) 8.5 (2.5) 23.5 (2.5) 5.0 。0)

9月 20 (20) 19.0 (11.0) 5.0 (2.5) 2‘o 00.0) 0.5 (3.0) 3.5 (4.0) 1.5 (2.0) 27.0 {28.0> 7.0 (7.0) 1.0 (4.0) 0.5 (1.0) 8.0 (2.0) 2.5 (0.5) 10.5 (1.0) 4.0 12.ω 

10月 22 (22) 11.5 (19.5) 3.5 (4.5) 16.5 (20.5) 4.0 (4.0) 10.5 (5.0) 4.5 (3.5) 40.0 (41.0) 8.5 (8.0) 9.0 2.5 15.5 (13.0) 3.5 (4.0) 6.5 (0.0) 2.5 (0ω 

11月 19 Os) 22.5 (19.5) 5.0 仏01 20.0 (11.0) 5.5 (3.0) 7.5 (4.0) 2.0 (2ω 23.0 (24.5) 6.5 (5.5) (2.0) ω51 

12月 19 (22) (1.0) (0.5) "ω (1.5) 2.5 (3.5) 0.5 (1.0) 

合計 185 (1叫 150五 (122.5) 36.5 (32.0) 143.0 (15自5) 42.5 (42.S) 65.5 (46.5) 20.5 (20.0) 250.5 (257.0) 68.0 (66.5) 95.5 (109.5) 25.0 (29.0) 105.5 (118.5) 29.0 (30.5) 6~拍日 18.5 (11.5) 

表4

お
お
山
さ
T
l

リー

トラクタNO 8 9 10 11 12 合計 平均

トフクタ名 すし4000 し1-275 AF-250R GL220 A-15 縁側 1台当 樟自助臼

馬力(P5) 40 27 25 22 15 613 時間 稼働率 数率

月 1家働可能自由 楕働時間 揮働日数 陣働時間 師働日数 1家働時間 揖鋤日数 揮官勧時間 樟Il¥白数 楕働時間 陪働日数 1事働時間 揖醐日数 (時/日)

4月 21 (21) 18.5 [9.5) 5.0 (，ω 4.0 (5.5) 1.5 (2.0) 11.5 (8.0) 5.0 (2.5) 16.0 (19.0) 6.5 (6.5) 24.0 (21.0) 6.5 (7.0) 141.5 (126.0) 43.5 (39.0) 3.3 (3.2) 17.3% (15.5却 81.0% 何1.0%)

5月 19 (21) 11.2 (3日51 6.0 (8.5) 31.0 (35.0) 8.0 (12.5) 30.0 (26.5) 12.5 (9.5) 19.5 (24五} 8.0 (9.5) 14.0 (22.4) 19.5 02.5) 239.2 (2目8.4) 93.0 (崎0) 2.6 (3.0) 40β% (38.1%) 100.0% (1曲偶}

6月 22 (21) 16.0 (1¥'0] 5.0 (4，0] 33.5 (4¥.0) 9.5 (13，0) 27.5 (3白5) 11.0 (13.0) 11.5 (14.5) 5.0 (5.5) 31.3 (29.宮) 22.0 (15.5) 277.8 (314.9) 95.5 (四0) 2.9 (3.2) 36.2% (39.3%) 100.0% (1田 4悶)

7丹 22 (22) 8.0 C3.5) 2.0 (1.5) 11.0 (18.0) 3.5 (6.0) 22.0 (11.5) 9.5 (3.5) 26.0 (26.0) 6.5 (6.5) 6.5 (11.0) 2.0 (4.0) 162.0 (215.0) 48.5 (61.0) 3.3 (3.5) 18.4% (23.1剖 95.5% (95.5%) 

8月 21 (2]) 10.5 (10.0) 4.0 (2.5) 5.5 (5.0) 2.0 (1.5) 28.0 (8.0] 9.0 (3.0) 13.5 (12.5) 4.0 (4.5) 17.5 (15.0] 5.0 (4.0) 243.0 023.5) 68.5 lJ1.5) 3.5 (3.3) 27.2% (14.9%J 90.5% (85.7%) 

9月 20 (20) 25.0 "ω 7.0 (2.5) 10.5 (17.0) 3.5 (6.5) 20.0 (17.0) 6.5 (6.5) 12.0 (21.0) 5.0 (6.5J 30.5 (1自0) 10.0 何日 169.0 (147.0) 53.0 (455) 3.2 (3.2) 22.1 % (19.0%) 90.0% (旬。坤

10月 22 (22) 22.0 (15.0) 6.5 【'm (8.0) (2.5) 17.0 (16.5) 5.5 (5.0) 5.0 (11.5] 2.0 (5.0) 17.0 (26.0) 6.5 (9.0] 170.5 (178.0] 49.5 (49.5) 3.4 (3.6) 18.8% (18且拍 81β% (86.4%) 

11月 19 (18) 5.5 (26.5) 1.5 (7.5) (2.0) (05) (7ω (2.5) 16.0 (20.0) 4.5 (5.0) 17.0 (18.01 5.5 (5，5) 111.5 (134.5) 30.5 (37.0) 3.7 (3.6) 13.4% (11.1剖 94.7% (83.3%) 

12月 19 (22) (1.0) (1.0) 2.5 (9.5) 0.5 (4.0) 5.0 (2.4) 0.2% (U%) 5.3% (18.2剖

合計 185 (188) 116.7 (114.0) 37.0 (33.5) 95.5 (131.5) 28.0 (44，S) 156.0 (125.0) 59.0 (45.5) 119.5 (150.0) 41.5 (臼.0)157.8 (163.2) 77.0 (63.0) 1516.9 (1536.7) 482.5 (466.5) 3.1 (3.3) 21.7% (20.8%) 82.7% (81.9%) 

定1)トラクタ名は.韮1の( )内の略称を使用した 埴2)稼働日凱は 1呂町揖働時間3時間以上を1目、 3時間未満を0.5日として聾計

，主3)括弧 O内の数値は、前年実掴 ，主的トラクタNO.lOの前年完績は、三菱R250叫25PS)の翼揖 ;主5)樟働可能回数は、期間内町時員の勤務日数であり‘寛院条件等を考慮していない.

，主6)1台当時働率=合計揮働日数/陣働可能E数×トラクタ台数 ，主7l樟働日数早は、期間中1台のトラクタでも様働した自由の値(ただしコンパインを吉む)

p。
に刀
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機械グループ

g立つ。前年に比べ稼働時間が少ないのは、生態畜産部門大家畜分野(以後、大家畜分野と絡す)

の草地面積の減少と牧草の収穫作業のタイミングがよく降雨にあたらず順調に進み一番草収穫を終

えたことなどによる。

続く7月も稼働時間が前年比 53.0となった。大家畜分野の草地面積の減少にともなう掃除刈作業

などの時間減少によるものが大きい

8月は、前年比で稼働時間+119.5、稼働日数十31.0となるなど、前年を大きく上回った。前年

は、 7月下旬から8月中旬まで雨の日が続いたため防除など管理作業を行えなかった。 98年は、低

温、 3事照だったものの降水量は、上旬少なく中下旬も平年並みとなった。このため作業がほぼ順調

に進んだこと植物資源開発部門のパレイショ収穫が20日過ぎから行ったことなどによる。

9、10、11月は前年並みに推移した。ただし11月は、 11日に本格的な降雪があり穣雪が5cmとな

り.16臼には根雪となった。このため生態畜産部門中小家畜分野のトウモロコシ臨場などで積雪約

15cmでの堆肥数布、プラウ作業を余儀なくされた。近年にない経験をしたが、 MF3050の4輪駆動

・オートデフロック機能等は、雪上であることを感じさせなかった。

年間を通じて1B当の平均稼働時間が3.1時間と少ない傾向にある。要因として園場が分散してい

ること、遠距自在鐙場も多い、更に実験の必要上小区画の圏場が多いことなどがあげられる。

また、表5でプラウ、ロータリ、チゼルプラウ、ハーベスタなど土壌処理をともなう機械類の面

積当り消費燃料(Q/ha)が多い傾向を示している。これは、当農場がいわゆる霊粘土質箇場が多いこ

とが原因であり、今後の土壌改良が大きな課題となっている。

98年度より新組織となり13部門から3部門4グループ体制となった。植物資源開発部門、植物資

源科学部門では、一体的運営、共同作業などが行われた。しかし、機械利用の面から稼働時間の減

少など直接的効果はまだ見いだせていない。技術職員が減少する中で教育研究支援業務のレベルを

維持発展させるために効率的な機械利用やより高度な機械化がますます求められてきている。この

ため、今後データの蓄積・精査をすすめ各部門・グループと連燐して、新たな作業体系などを考え

ていきたい。

参考文献

農業機械学会編:農業機械ハンドブックコロナ社 p958-961.1984

岡村俊民ー農業機械化の基礎北海道大学図書刊行会.札幌.1991

北海道農政部農業改良課平成11年営農改善指導基本方針札幌 1998
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教育・研究支援業務

植物資源科学部門・園芸グループ

概要

平成10年4月1日の農場新組織への移行に伴い、園芸第一部(果樹・読菜)、園芸第二

部(花井・造園)、養蚕部、農産製造部の!日4部を基として、植物資源科学部門(教官2

名)、国芸グループ(技官7名、非常勤職員3名)および兼任教官6名の構成で発足した。

当面、旧組織のものを引き継ぎながら、畑作・水田および畜産に関する以外の広範密の農

場利用計画および農場実習教育を担当することを目的としている。園芸、養蚕、製造と専

門の異る!日部の集まりで、部門・グループ内での研究指向の統一化は計りずらい面も存在

するが、逆に学際的な研究の広がりとそれぞれの専門性の深化により、今後の学部、大学

院の教育・研究に対応できる部門・グループと考える。

改革初年度である本年度は、グループ代表の斎藤技宮を中心に、専門別の年間作業予定

一覧・厨場利用図を作成し、続週に部門・グループミーティングと月一回の兼任教官の

入った全体会議を持ち、作業内容の打ち合わせ、共同作業項目の設定、各種会議報告など

を行い、!日部に関る農場利用計画28件、その他主に農学部の講座・分野からの利用計画

13件、農場実習ではそれぞれの専門の技官が実習内容の説明、実技指導を行い、農場実

習(I)、(II)および「食と緑の体験演習j を分担すると同時に嵐場などの維持、管理業務を

行った。
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植物資源科学部門・窟芸グループ
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植物資源科学部門・関芸グループ

生態化学 5a ルーピン

生物有機化学 5a 野生種のナス

精
密
酒
場

大 ¥¥J

農学部北圏場

三

仁コ
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教育・研究支援業務

果樹・読菜
担当者団村春人中野英樹

概要
農学部の建物に隣接する果樹・競菜園を管理し、果樹・裁菜に関する実習および研究を担当するとともに、

教材および実験材料の培養ならびに実験の場の提供を透じて、学科の教育・研究への協力をも行っている。

おもな研究内容

1)野菜栽培におけるパーク資材の利用に関する研究

2)溜芸作物栽培におけるAl¥1菌の利用に関する研究
3) アスパラガス組織の凍結保存技術に関する基礎的研究

4)ハマボウフウの栽溶化並びに繁殖に関する研究

5)ハスカップ及びブルーペリーの耐凍性並びに生殖質の凍結保存

6)ホウレンソウの雌雄性並びに大量繁殖に関する研究

圃場図

果樹
/¥ 緑
ス EJ i出緑肥 自宅計|?::a 11 ~ご15.5a カ
ト。A

ツ

液肥 プ

O ~~~Jt ll 斗 U トヂ91 1 pN2.8a 

院 2.3a11524

ナシ 12a 

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
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-ASP=アスパラガス
GN=ギョウジャニンニク

アニンニク la
イ アスパラガス 2.6a
ウナガイモ1.5a
エメロン la
オセルリー 0.68a(ガラス室)
カニンジン 0.2昌

キホウレンソウ 0.5a
ク チンゲンサイ 0.% 

ケ土質改善1.92a
コ土地改良l.la
土地改良3.23a
E量業物理 5.1a

農業物理4.59a 気象観測

作物生理3aコムギ、ダイズ、

パレイショ、タマネギ

樋物病理4.75aアズキ、パレイショ

5al緑肥

3.2a 

井ウイ
サルナシ ASP15a 
O.2a 日日同町
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農学部世代短縮温室
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果樹・競菜

果樹・疏菜資料No.1

作物名 アスパフガス セルリー

種
11 6 そ ※ コ ト

年 年 の ロロロ
ツ

生 生 他 種
不 フ

そ 保
Jレ セ

の 存 6 フ

1 
他 12.5 10 5.6 15 (a) 

H 9 

面積 a 43.1 (28.1) 4.18 

播穫量 10mt 5me 

石灰施用量 kg
。 83.6 

10 a石灰施用量kg 200 

施肥量kg 227.5 (17ー16-14) 59.6 (10-20-10) 

6年生 N17、P16、K14

10 a施肥量 kg 11年生 N10.9、P10.2、K9 N 40、P40、K40 

その他N12.1、P14.4、K10

除
4/17パスタ 2 e 

6/18ハーピエス 2.5e 
草 6/18グラメックス 350g 
期日 6/19ハーピエース1.5e 

6/19グラメックス 300g 

イ使 殺 5/22 DDVP 100mt 7/6 オルトラン粒 3kg

虫 7/30 エルサン 300cc 

斉リ殺 8/19 DDVP 200cc 

用
ダ

9/9 ハクサツブ 300 g 

7/30 テデオン 380 g 

斉リ 8/19エイカロル 134cc
E盛忽壬

9/9 オサダン 300 g 

7/30ロプラール 300g 

薬
弔ヲミ2又も 7/30アグレプト 300g 

菌 8/19ダコニーJレ200cc

弗i 8/19アグレプト 200g 

9/9 トップジンM300 g 
9/9アグレブト 300 g 

(.iE) 515.5kg (露地) 153kg 

収量 kg (外) 311.5kg 
(ハウス) l11kg 

(ガラス室)273kg 

アスパラガス品種保存麹15aには7.5kg(N17-P16一K14を1株50g)施肥。

セルリ -4.18aのうち2.98aを化学肥料区、1.2aを有機質肥料IRとした。

スイートコーン

(ピ
サ l
カ タ

zl  
コ

J 

4.5 

4ds 

。

17.3 (高化s3-8-0) 
硫加0.5kg [化肥区1.5a 1 

N15、P20、K13

5/27ゴーゴーサン乳~2 . I 
125 mt 

6/29ゲザノンフロアプル
125mt 

6/29パサグラン液250me

5127キヒゲン 100 g 

(正) 600本

(外) 100本

セルリー施肥最59.6k g は元m~で N ， 1くを尿素13k g 、硫酸加塁12k g追肥(化学肥料区)。

有機質肥料区には「クワーンユ キJ(N3%、P8%、K1.5%)と[液状コンポストj
(NO.33%、P0.21 %、 KO.24%)を使用した。

スイ トコーン有機質j肥料区 (3a )にはセルリ と同様の有機質肥料を用いた。
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果樹・議菜

リンゴ ナシ 果樹薬剤散布暦

さみ .b そ ドサオマ長そ
①4/23 リンゴ 5000 

た 二L じ の グ十の

か !ゴ 他 ン ロネ自日他 スミチオン 1000倍
み ン I ン ラス アントラコ ル 500倍
ヨ)lノ

ベンレート 2000倍ナド

9 9 6 7 (本) 3 4 6 3 2 3 (本) ①4/23 ナシ 5000 

18 16.4 エルサン 800倍

②5/12 リンゴ 5000 、ナシ 400且

。 。 トクチオン 800倍

トγプジンM 1000倍

33.8 (15-13ー18) 48.4 (15-13-18) シトラゾン 1500倍

N 330 g 
③6/2 リンゴ 5000、ナシ 500♀ 

リンゴ N 200 g ナシ
P 170 g P 290 g アグロスリン 1000倍

1本当たり
K 240 g 

1本当たり K 400 g ジマンダイセン 500倍

7/1パスタ 500cc 4/28ラウンドアップu エイカロール 1500倍

スミチオン 500 g エルサン 625cc ④6/22 リンゴ 6000 、ナシ 5000 

トクチオン 625cc トクチオン 500cc スプラサイド 1500傍
アグロスリン 500 g アグロスリン 500 g 

オーソサイド 60C倍
スブラサイド 410cc スプラサイド 340cc 

ニッソラン 2000倍
テJレスタ 600 g テルスター 500 g 

ダーズノfン 600 g ダーズバン 650 g ⑤7/7 リンゴ 600♀、ナシ 5000 

ミクロデナポン 500 g ミクロデナポン 500 g テルスタ 1000倍
アデイオン 300cc アデイオン 250cc 

アリエッティC 800倍
シトラソーン 340cc シトラソ.ン 270cc 

800倍
エイカロ ル エイカロル 340cc 

テデオン
340cc 

ニ yソラン 300 g ニッソラン 250 g ⑥7/30 リンゴ 600且、ナシ 6500 

テデオン 750 g テデオン 630 g ダーズパン 1000fき
オサダン 600 g オサダン 650 g 

ロ7.ラーjレ 1000倍
ケルセン 400cc ケJレセン 400cc 

オマイト 800 g オマイト 670 g オサダン 100C倍

⑦8/11 リンゴ 6000、ナシ 6000 ベンレ ト 250 g トップジンM 400 g 
アントラコール 1000g ジマンダイセン 1000g ミクロデナポン 1200倍

トップジンM 500 g オーソ斗Tイド 840 g キノンド 80 1200倍

ジ7 ンダイセン 1000g アリエツティC 630 g ケルセン 1500倍
才一ソサイド 1000 g ロプラール 650 g 

5000 ③8/26 リンゴ 6000、ナシアリエァテイC 750 g キノンド-80 500 g 
ロプラル 600 g アデイオン 2000倍

キノンド 80 1000 g キノンド-80 1200倍

687kg 462kg 
オマイト 750倍

1:cリンゴナシ施日E基準 リンコ"10年生以上、マルパ台N200g， P100 g， K200 g (1本当たり)
ナシ15年生以上 N330 g， P220 g， K330 g (1本当たり)
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果樹・疏菜

平成10年度果樹・議菜農作業暦

月 1~3月! 4月 5月 6月 7月 8Fl 

日 弘吉弘知 1015 23 28 1 12 19 28 1 2 22 26 30 1 1 7 1O~24 30 111 11 13 20 26 

果 iiiiz7iPll時丹五iili ii:zii iji i iドi J Jjil iンゴリEi 第5 萄朱 i第同61l il i1lZg事部f防iノゴリs凶γナi 第闘g 
樹 i カJレ 散布 1 り 1 i 剤布散

!緊

17 1562229l1115181819191 31 31 !日 11 13 
ア i lFil刊号!刈草り 草除 li 草除 チヨ メ草日ス
/'¥ ツりi 警斉リ パ i一 穫 り | ノく /ー、

フ i 富|票終 i rヘ ロロロ

ガ
品種| 種 iヵり ! 種保

ス 保IJ.レ 保存

存 i号 存図

掴!
図)
) 

21 29 30 30 1 6~9 30 ! 3 4 12 19 24 

セ i 播種 播 鉢ハ ii周稜 上ウ|
jレ げス タ|チ l霊
リ l| 酋主 ざ i 炭リ 1宗Z地各 1 

Jカレ 1:liT. ~I 草除草徐
車|)|((

張 i 施芸a又凡 露
り i 皐

ス
1 24 30 30 1 15 26 27幻 I6~8 23 25 29 I 13 

イ
l 主 主車需布 7 1 草肥?草壁型需i!i!i甥tE 生 霊型若 l 

生

育調査11ポコン タljlll科罪タリっ刀ス 被蓄K 育網査 1 

ト
コ

!ス | 室パ | 
1布4lEFl 罪 li l t機点番ン

~1 2 13 15叶 18 20 8 10 6 8 

1 !昏加加加l加加 力日 加 セセ

実
i種ヱエヱj 工工 エ 工 jレ jレi用土用ト 用ト用ト| 用ト 用ト 用ト 用ト

晋 i毅ママて十らLl!l j マ マ 可ア 可才 i 植定 槌定
ト トi菌トト トト

植定 植月三
|霊草 壁空i げげ
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果樹・議菜

9月 10月 111月 要 旨

10141414171822112-161523231 5 5 今年始めてt商業を行ったことと、秋~初冬にかけ

ニドオサマリたき|i 摘長レジ!|ふ陸
ての天候がリンコーの生育に合ったためか、特に「ふ

ユ I J Jグン 業十ツョじ奥 じjの着色、品質が良かった。

iンロリネゴか| 郎トナ I!収 カラスによる被害は早生種の fきたかみJで多く
?収ランス図みi 収ゴゴi穫穫 見られたが、晩生種の「ニュ ジョナゴールド」
穫収収収草収 穫 I J [ふじjでは、少なかった。2 穫穫穫刈穫，~レ Jレ i

主な品種の収量は以下のとおりである。
4 り | ドド|

8 1 収収i 「きたかみJ116kg、 「ニュージョナゴールドJ316 

a 穫 | 穫穫i
kg、 「ふじJ210kg、 fオロラJ75kg、 「サーワ
ンJ65kg、 [マグネスJ138kg、 「ドーンJ50kg、
「長十郎J80均等。

1-2 4 16 昨年同様、平年に比べ5日程早い、 5J%日から収穫

除 チ 支= を始めた。 28.1aの園場面積を7;昼間 (33日間)収穫。
草 ヨ 葉 fジュウシホシクピナガハムシ」の被害が多く

整 正品が減少し、外品が多い結果となった。( 
y 

ロロロ ノて 理
今年度から収穫作業を思芸グループ'全員で行っ

種 ( 

ロロロ
( 

たため、作業時間が短縮された。
保 チ

存 種 ヨ

園 保 ツ
) 存 ノく

麗 ) 

) 

9 17 28 29 ! 1 5 6 13 
セルリ 栽培における水管理の指標を得る目的で、

3 
定才直後~収穫時までの土壌水分を測定した。定才直後

生第追収収 |収収収 ノ守 約1ヶ月の分けつ期ではセルリーによる吸水が比較的
育 3 nl'!穫穫 |穫穫穫 イ 少なしその後の肥大期で旺盛な吸水が見られる。
調回 時( 持~~ フ

今年は降雨Bが多く潅水を控える結果となり、査薬 調パ l調露ガ ハピ
弗l 査イ i査地ラ ウ 肥大期の水分不足による収量の低下を招いた。

散 (フ 1;;: ス スー (過去3年間と比較して最低の値となるー資料参照)
布 施ハ lzz 室 「ナメクジjによる被害が多発した。
設ウ 地) jレ

)三 I~ 除
去

8 16 
①発根促進効果があるとされる[培養液-NOK

液jについて、種子処理および葉函散布処理が根系分
収 文二巴 布-生育収量に与える影響を明らかにする。
穫 葉 G溺F転管理の遠いが根系発達・生育 収量に与える
時 3豊

影響を明らかにする。調 理

査 ( 
これらの試験自的でスイートコーンを作付けした

及 チ が、収穫待の調査では明瞭な差が見られなかった。
び ヨ (資料参照)
収 ヅ

穫 ノ守
) 

果菜類の矯種・鉢上げ定植およびセルリ の定植
10 を担当した。
力日 昨年から果菜類の種類として加工用トマト品種
工 11( R N -2011Jを栽培した。
用

今年は気象条件にもよると思われるが、病気が
ト

発生し収穫できずに終わった。
てr茎
ト葉 耐病性に劣ることから、定期的な防除が必要と

衆z文
思われる。

理

に
υ
勺

a

同開』一一



果樹・議莱

果樹-議菜資料NO.2

セルリーの水分動態と生長量

9月27日〈月/日)
O 

9月 13日8J'l 30日8月 16臼8月2B7月 19日7月5日

10 8/24; 3時間潅水
171mm 20 

30 

酬
岩
盤

O 

100 
4 

3ト

ぶ

λ-200 
lト
可否
〈只

語-300
+l 

O
N
工

E
U

管漫目標

一-20cm…ー 45cm

7 
追目巴
v 

収穫

8/25 
追肥

8/12 
芽欠き
v 

b 
芽欠き

分けつ織内
問町一恥-偏向--..

ι“ 

ー400

• 
9月

(カッコ内は播種目からの臼数)

安栽培M及び土填水分の管理自爆は「北海道の野菜栽埼技術Jによる

8月30日8月 16臼
(120) (125) 

9臼 8J'l2B 
(100) 

7月7月5臼
(80) 

セルリー栽培期間の水分動態

O有機質肥料
ロ化学肥料

(cm) 

第1図

(kg) 
2.2 

70 

全重量

2 

1.8 
最大葉長60 

50 
1.6 

1.4 

40 
第1節間長

30 

20 
(年)95 

調整後重量
1.2 

0.8 
(年)95 98 98 

収穫量寺の生長蓑の推移

n
h
v
 

つd

97 96 

第2図



果樹・疏菜資料No.3
果樹・読菜

スイートコ ンの生長量(収穫時)

@種子処理 (NOK液)+葉面散布 (NOK液)

@種子処理(水)+葉萄散布 (NOK液)

(g) 
500 

(cm) 
25 

@無処理+葉面散布 (NOK液)
。種子処理 (NOK波)

@種子処理(水) (cm) 

@無処理 6 ，.. 

400 20 
~ 11門「

300 15 

200 10 

100 5 

O 
穂重

O 
務長

第1図 NOK処理の違いによる生長量の比較

① 97秋.ロータリ耕残澄処理+;夜ijE!

98春液ijE!+有機質肥料・口ータリ耕
② 97秋:ロータリ耕残澄処理

98春・液肥+有機質肥料・ロ タリ耕

③ 97秋不耕起

98券化学肥料・口ータリ耕

④ 97秋.不耕起

98春:化学肥料・不耕起(g) ....'-"'J:r. Il.I-，-'Jl..i'r'T -1--rJl~ (cm) 

500 r 25 r 

400 ド，.....， γ寸 n~ 20 ~ r寸rlr-可「
300ド 15ト

200トl①I~"@II④I 1 0 ~ IGi I②I I③I I④ 

100ド 5ト

Oト 。
穏長穂霊

(cm) 

6 

5 

4 

3 

2 

。
祭2図 耕転管理の違いによる生長蓋の比較

-37ー

4 

3 

同同障

O 
穂径

② ③ ④ 

穏径



」

教育・研究支援業務

花井・造園

担当者本田隆俊

1. 概婆

花井・造園部門は、教宮4名、技官1名、大学院生4名、 4年生5名、 3年生5名、研究生2

名で構成され、花井造園の研究、実習の教材機関として位置付けられている。面積は

105aあり、そのうち50aはポプラ並木の東側に面し、多くの植栽があり、学生実習の植栽

スケッチ、樹木調査、測量、維持管理実習等を行っている。平成8年10月以後、花木園と

なり、造園工事が行われた。一般市民に開放し、憩いと植物生態観察、教育研究、学生実

習教育教材としての重要性との相乗効果が期待される。同時に新渡戸稲造の胸像も建立さ

れ、花木園にひときわ趣が加わり臨場全体を静観している。

花井・造園部門として温室を無視することはできない。古い温室をIB温室、新しい温宣言

を新温室(世代混室)と呼び、共に農学部裏(西側)にある。!日温室l部屋、新混室に2

部屋とミスト室にl部屋を使い、研究、実習用の植物鉢物を維持管理し、通年揺種、挿

木、接木、株分け、分球、交配等の繁殖手段、植物鉢生態研究教材維持として温室を位置

付けている。

闘場55aの内、チューリップ、デルフイニューム、芝等、持続研究の教材維持として

12aの畑を通年使用している。

学生実習は毎週2回(火曜・水曜)あり、測量実習、造圏実習、算定(整校)実習、繁

殖実習、回場整備実習等、圏場全体 (105a)をフルに利用している。

園場全体の維持管理、更新等は、技官1名(臨時l名)が分担している。教宮の研究教

材、学生実習実技に速やかに対応し、持続研究のサポートをして技官の技術、知識、労働

力も高めるのに役立っている。
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一一一一"_'0一一一一一一一一一m吋擦問開問問問傍聴問問問問問縄問欄錦繍務訪問機湖町問機購問機卿寝職務概解釈明問問問問問機問側乾物内向欄絞殺問問問問問問槻税務総勾欄繍概欄

判
刑
事
協
闘

作業種目別所要時間

月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 B 月 9 月 10 月 11 月 12 月

1龍 水5 :4 :4 :4 6 :6 :4 :6 4 :6 :6 :6 6 ;6 :6 :6 日:4:6 : 12 6 :6 :8 :8 8 :8 :8 :16 8 :8:8:8 8 :8 :6 :6 6:6:6:10 4 ;4 :4 :4 4 :4 :4 :4 

スヂンダードローズ 4 :4 :5 :5 5 :5 :2 :2 2 :5 :2 :2 :2 :2 1 : 1 : :2 :1 2: : 1 : 2 :3 : 4 :8 :4 :4 

i!Il 開l 散 :(il :2 :2 :2 :2 : :4 : :4 : :4 : 4: :2 : :2 : :2 : 

ダ ヤ 両日 :4 :8 2 :， :2 2: : 10 2: :3 :2 4: 

アザレア鉢 :2 : 4: :2 : :2 : :2 : :2 : :4 :2 :2 : 

i聞 場 鉢 物 2: 3 :6 : 4 : 1 : :2 :4 :3 7 :2 :2 :9 

湿 室 鉢 物 12:8 :11:10 10:8 : 10: 15: 15: 15: 18 : 16: 1 :2 :4 : 1 4 :4 : :4 :2 :4 

邸 場 花 木 1 :4 :4 :2 2 : 1 : :2 :4 2: 

混 Z置 :2 :2 ; :2 :2 :6 

間場*囲い :2 4:10:8:4 4 : 1 : : 16: 12: 12 4: 

ノ イ パラ;焔 :4 : : 12: 4: :4 : 4: :4 :4 

パラアーチ :4 : :2 

箔 恨 草 5 :4 : :3 8: 

温室外整理 2: :2 :2 

ピニ ルハウス :2: :2 :2: :5 :2 : :2 :4 : 2: :4 : 

回場除草・草刈り :8 : 16 12:4 :2 :20 2:8:3 : :8: 16:4 20: :6 30: 12:20: 12 8:2 : :3 

パ イ プ 協 :4 : :4 ; 

ノ〈 フ 劉 :4 : :4 8 :16:1 :22 4: : 12: 12:8 日i:6 : : 12: 12: :4 :2 : 

耕転機使用 :2:2 : 2: 

チュ リップ畑 2: :2 :2 : 

学 生 実 習 :3 3 :6 : 3: :6 : :3 : :2 2: 

デルフイーユ ム畑 :2 : :2 : :2 : 2: 

年 草 :3 :2 : :2 : :2 : :2 : 

殴 共 同 :4 :2 : 4 : 10: 14 6 :10:10: 2 :2 : !日 :2 :2 :2 5 :6 :2 : 4 :4 : 

養 蚕 共 |司 :2 : :2 :6 2: :6 :6 6 :4 : :2 :2 : :2 : 

実験芝・ロ ン刈り :4 : :4 :4 :2 4: 4 :3 : :2 

球 栂 野l :4 4 : 1 : 

生 I日 刈 り :2 :2 :2 4: :8 :4 :4 

ホ ク レ 、/ :3 :2 :2 : 6: 
」
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花子ヰ・造屈 項目別年間作業

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7 月 B 月 9月 1 0月 1 1月 1 2月

1: 中 下 J二中 下 上 中 下ヒ 中下 中下 FlJc 中 下 下 jこ<1' I-F 中下 ←t '1' I-F lニ中 下

様 向車 瀦 河室 漉 ;夜 持軍 液 百E司EiiIi 河E ピ丹E河E押主 押E同主肯定 百F河h河F

水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 オく 水 水水 水

f且

-ー

. ， . . ， . 

徐 除 除 除 除 除 除 除 ヒe ノレ 徐 除 除 除除

草 草 草 草 草 草 箪 草 ~R: 草 主主w. 草草
. ， . ワ

室 薬 努 努 除 徐 薬 ノレ 'I!i 薬 薬

芹l定 定 弓ヨ跨 雪 再l 取 )¥lJ 列l 剤

散 散 り 散 散 散

布 布 布 布 布

ス言号 調 調 5 鉢 手J 磁 'I!i 薬 ~j 薬 !j~ 薬 ~ 間台 経l 接

タ査 査 査 枚 に定 場 舟j 舟j定 押l定 剤 i¥lJ 場 木 木 木

ン・ -葉 植 畑 散 散 散 散 散 畑 採 採 事平

ダ 脇 脇 協 で スL 結 布 布 布 布 耳'fi 寝 集 集 し

!芽 芽 芽 ピ 替 せ 貯 Jti' 

ド取 取 取 ン -̂ 議 蔵

ロり り りチ

ズ

融 主 5虫no 薬 薬 事長 中 薬 』巴 薬 薬 !J!J 石 冬

ノ、 雪 閤 努 料 剤 剤 句才 現 剤 料 斉4 i¥lJ 努 灰 間

剤 し、 正 持 散 散 Jレ定 散 迫 散 散 定 黄 し、

ラ 散 取 き 布 布 チ 布 E包 1ri 布 ムロ

耳官 り 1¥'J 

罰 除 除 除 除 除 除 除 除 除 散

草 草 草 主主 草 箪 草 草 草 布

磁 1t 1t 朝F ロ 幸j中生 tコ生 生 『コ 生 生 仁I 1t 

木 木 転 l伝 ま百 !塩 垣 I I~豆 垣! 木

場 校 技 機 ン 機 メIJ ン メIJ~IJ ン メIJメIJン ~~ 

切 切 使 メIJ使 メIJ メIJ メIJ 定

長住 り り用 用

持 河E百EI世胃E滞 滞 骨E両官 河E胃主 河E河目 河E液 百目

水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水 水

け日 • I • I • . ，. l'  . ， . 

~í' l'iJ'; 除 除 除 除 除 品?除 ~í' 除 除 除 除 除

理 草 真正 五t1#. 草 高正 「五 主t草 Z五-Hi :1ft 草 草 草
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畷現

花子守・造関

2.  雀完 3量tfi沼ゴ七コぞ'l?r主栴主主 4如

〔花木類〕

カマクラヒ/¥ テマリカンボク レジノサマツ アカエゾマツ

カナダトウヒ ホウノキ シラカパ ケヤキ

シノプヒパ メギ プンゲンストウヒ シナノキ

モクレン パルサムモミ ポケ アメリカキササギ

セイヨウアジサイ ヤマモミジ ユリノキ カラマツ

ゲルニカトウヒ ハンノキ ハノサイフリポク コントルータマツ

カシワ オンシュウアカマツ ヒノキ トチノキ

モミ トウヒ ハルニレ ニセアカシア

イチイ ライラック コプシ コデマリ

ハナカイドウ ハナミズキ アーノルドサンザシ ツゲ

ハシドイ カルミア ノイノfラ ハマナス

エリカ カルーナ ミヤギノハギ イボタ

サイカチ タラノキ スモモ シダレカツラ

トネリコ ニシキギ クヌギ ヒュウガミヅキ

ヤマポウシ ノリウツギ アカナラ ハタウンボク

ベニシダレ ヒッコリ アカシダレ ムラサキヤシオ

カツラ フジ パラ ラベンダー

ムクゲ フヨウ スタンダードローズ

学生実習では努定(整技)、測量、デッサン、刈り込み、挿し木、取り木、接木、 71'.木

の植え替え等の基礎知識と実技等を行う。技官による実校指導と維持管理(台木養成、除

草、校切り、薬かけ)をする。

〔宿根草類〕

スイトピー

ナデシコ

ヘメロカリス

エーデルワイス

ツリガネソウ

ミヤコワスレ

ノコギリソウ

シュウメイギク

デルフイニューム

フロックス

モスフロックス

ルピナス

ヒマラヤユキノシタ

リンドウ

マーガレット

シャクヤク

カンゾウ

マツノTボタン

リアトリス

オダマキ

シユッコンスターチス

アスチルベ

ギポウシ

キク

ジキタリス

シユッコンカスミソウ

アカパナムショッケギク

学生実習では株分け、移棟、筏子採集等を行い、技官による実伎指導と維持管理(除草、

薬かけ、移徳、交配)等を行う。
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花子守・造罰

〔球根類〕

チューリップ オーニソガラム アマドコロ ダイヤモンドリリー

グラジオラス クロッカス カラー アネモネ

ウンベラタム パランサエ タイガーフラワー ヒメノカリス

ベニヒメチョウチン オキザリス ベルセミア シクラメン

フリージア クロユリ ユリ レインリリー

ヒヤシンス スイセン ダリヤ ガルトニア

ムスカリ イヌサフラン ジャーマンアイリス アンスリューム

スズラン ムラサキラン イキシヤ ラケナリヤ

ロドフィアラ スピロキツネ ホメリア スルソイデス

ハヤサキグラジオラス

学生実習では花芽分化観察、分球繁殖、燐片堅守殖、速成栽培、組織観察、デッサン(ト

レース)、交配等を行い、技官による技術指導及び維持管理(除草、クリーニング、摘え

替え)等を行う。

〔一年草類〕

学生実習の播種テーマによって品種が定まり一年草の追跡調査、観察、デッサン等を行い、

技官は土境作り、耕転、播種迄の一連の技術指導と維持管迎(i霊水・除草ー薬かけ・採集)

等を行う。

〔温室鉢物〕

ヘリオトロープ

プリムラ

オリズルラン

クラスラ

マツバギク

カランコエ

クジャクサボテン

サボテン

スタンダードローズ

アジアンタム

クリピア

アガーベ

セントポーリア

アオキ

アナナス

アラリア

ホクシャ

インドゴムノキ

ハイピスカス

プーゲンピリア

アザレア

ベコニア

カポック

ゼラニューム

ベラルゴニューム

キョウチクトウ

アリストメリア

アイピー

ペペロミア

ユーコミス

オモト

f芋ラン

ショウジョウフクシャ

学生実習では交配、挿し木、株分け、憶え替え等を実習し、技官による実技指導及び維

持管理(薬かけ、除草、鉢替え、更新)等を手掛ける。
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花舟・造園

3.  医翠:長易布車芸春父宮]
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教育・研究支援業務

養蚕

担当者:斎藤寛・山田恭裕

概要

(1)はじめに

養蚕の技宮2名は、農学部応用分子昆虫学講座(教官4名)の研究と密接に関わって研究支援業務

を行っており、主な業務内容は家蚕や天蚕の系統維持、家蚕の大量飼育、学生の農場実習、天蚕の

大遺飼育、桑園の管還等を担当している。

(2)本年度の研究・教育および技宮の業務内容

①家蚕に関する研究

カイコは、縞生産のために鋳育されるほか、実験昆虫としても有用であり、他の大学や研究所でも

飼育されている。近年のカイコの利用としては、シルクがフィプロイン・タンパク質とセリシン・タ

ンパク質であり、アミノ酸配列に特徴があることを利用したシルクのコンタクトレンズ、シルクゼリ

シルク化粧品等の開発も行われ実用化されている。また、バイオテクノロジーの研究の中からカ

イコを有用タンパク質の生産工場にするため、病原ウイルスを利用する方法が考えられている。中で

もインフルエンザワクチン、インターフエロン、インシュリン等の医薬品をカイコに作らせる研究が

進んでいる.

カイコは系統的には、支那種、日本種、欧州種等に大別され、 1年間に繰り返す世代数にl化位、 2

化位、多化住に区別され卵で越冬する。また、幼虫期の眠伎により3眠、 4眠、 5綬等に分けられる

が、普通の種類では4限である。幼虫は、 4回の脱皮を繰り返した後、吐糸してマユを作る。カイコ

は、卵期10日、幼虫期20~25目、録期1O~25目、成虫期5日と進みそのサイクルは、 45~50日程度

で一生を終える。幼虫期は、 1~3令まで稚蜜期、 4~5令の壮蚕期に区別され、一般農家では稚蚕期

は共同飼育(特に人工飼料を用いる)、壮蚕期は条桑飼育で飼育管理するのが普通である。こうして

得られたマユは、乾燥して保存され適室縁糸されて生糸となり、さらに綿織物として加工される。

養蚕では遺伝、生理、発生、病理等の実験材料として5月下旬から1年に3世代にわたって飼育実験

を行っている。

おもな研究内容としては

1)家蚕の遺伝・育種に関する研究

2)家蚕の発生に関する研究

3)家蚕の突然変異に関する研究
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4)家蚕の細菌病に関する研究

5)家蚕のウイルス病に関する研究

6)家蚕の人工飼料育に関する研究

家蚕に関する技官の業務内容

飼育実験作業計画の立案、

家蚕の系統維持、蚕室蚕呉の洗浄 消毒、飼育、採種、倍数体の誘起、

微粒子病の母蛾検査、蚕卵の保護等

②天蚕に関する研究

天蚕は、年1世代の生活サイクルをもち、卵で越冬する。本道では、 5月下旬-6月上旬にかけて鮮

イじさせる。幼虫は本道にも多く自生しているミズナラ、コナラ類やクヌギなどの業を食べて成長

し、 7月下旬-8月上旬頃葉を綴って術上に緑色のマユを作る。マユの中の踊は暑い夏を休眠(夏

目民)して過ごし、秋風の立つ8月下旬-9月上旬頃羽化の最盛期を迎える。羽化した雌蛾は交尾後

すぐに産卵を始める。

生まれた卵は、冬の休日民に入り翌春まで解化しない。このように天蚕は、夏と冬を休眠して過こ

し、日本の気候に適応したライフサイクルをもっている。

養蚕では昭和50年代終わりから、天査の飼育試験が開始され飼料樹の育成や殺植法、仕立法の

調査や野外飼育システムの開発と共に天蚕の大量飼育が行われ、その過程で突然変異として新繭

色、 「エメラルドグリーン」系統が発見されその遺伝分析や継代維持を行っている。

おもな研究内容は

1)天蚕の大量飼育に関する研究

2)天蚕の採卵法に関する研究

3)天蚕の飼料樹に関する研究

4)天蚕の人工飼料育に関する研究

天蚕に関する技官の業務内容

飼育実験作業計画の立案、

天蚕の系統維持、室内飼育 (2令2日呂)、放飼(野外飼育)、病害虫の防除、

集積、除菜、短目処理、採卵、乾繭、卵の水洗い T再三革、卵の秤量、人工飼料の検討等

ウ
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養蚕

③桑樹に関する研究

クワならびにナラ類はカイコの飼料作物であり、カラヤマグワ、ヤマグワ、 ロソウの3系統が知ら

れている。また、ナラ類は、天蚕の飼料樹でミズナラ、コナラ、クヌギ等が代表的なものである。こ

れらの繁殖は実生、 さし木、 とり木、接ぎ木によって可能である。仕立は根刈、中刈、高刈等があ

り、切り方によって拳式と無拳式がある。

養蚕では210aの圏場で桑の用途別桑国と天蚕の飼料作物のミズナラ、 コナラ、クヌギ等を栽t音管

理している。春蚕周桑として耐寒性品種、五郎治早生を殺f音し、特に春稚蚕用桑はビニールハウスで

促成栽培している。夏秋蚕用桑としては、合j持を中心に、その他11品種を栽培している。見本園に

は、おもに23種類の耐寒性品種を栽槌している。また、試験桑図では生育調査、古条マルチングさ

し木、仕立法、収穫法とナラ類の病害虫防除の農薬試験、 さらに桑闘管理作業の効率化、省力化も

図っている。

おもな研究内容は

1)耐寒性優良桑樹育成に関する研究

2)桑樹の更新に関する研究

3)天蚕の飼料樹の繁殖法に関する研究

4)積雪寒冷地における桑樹の仕立、収穫法に関する研究

桑樹に関する技官の業務内容

桑園管理 試験調査計画の立案

努定(春切り、夏切り)、薬剤散布、株直し、苗木育成、仕立法、収穫法等

④畑作物害虫防除に関する研究

1)マメコガネの微生物的防除に関する研究

⑤学生実習

1)家蚕および野蚕の飼育方法の概要

2)家蚕の飼育実習

3)天蚕の飼育実習

4)桑樹の仕立法の概要

5)桑葉の収穫実習

実習に関する技官の業務内容

桑の夏切り、徐直し、仕立法、摘桑等の波術指導等

-48 
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ヨ日 一一， '一.. ---司 F ー"司--甲--喝
利用者 目的 品目

札幌市教育研究所 教材として カイコの種紙 500頭/枚x21枚

(札幌市立小学校及、幼稚頭) (10.500頭)

北海道開拓の村 飼育展示、飼育の指導 蚕種、カイコ(幼虫)2.000頭

ひまわり文庫、森の子供の村 教材‘飼育の指導(年2函) 天蚕卵 500粒

遺伝子研究施設 実験用 交雑種 (5令起蚕)9.000頭

天使女子短期大学 被服学の研究のため

農業生物資源研究所 飼育状態の見学

その他の見学者 43名

表Z 使用農薬

除草剤 殺虫剤 殺菌剤

シマジン組青j ディプテレックス乳育j トップジンM

カソロン粒剤 ディプテレックス粉剤 トリフミン

マイセット DDVP サプロール

ラウンドアップ キルパール カリグリーン

MCPP マラソン マンネブダイセン

レグロックス スプラサイド I~イレトン

アージラン オルトラン ぺントロン

MCPソーダ塩 ダイシストン ダイセン

クロロICP ビニフヱイト クプラビットホルテ

クサノン スミチオン ポリオキシン

硫滋ーコチン40
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桑厨管理のポイント

発芽前から収穫期

(3月下旬~6月上旬)

春切り、夏切り後の枯

れ株の整理、株下げを行

つ。
収穫期 (6月 ~lO月)

l 病害虫防除

樹勢の低下に伴い桑ウ

ドンコ病やスス病、アブ

ラムシ、マイマイガ等に

よる被害が発生しやすく

なるので適期紡除を行う

2 除草剤
①土境処理~J
処理層の安定が抑制効

果を高めるので、これに

つとめる。

②茎葉処理剤および土壌

処理剤の混用は散布直前

に行う。

③同一処理剤の使用はな

るべく避ける。

落葉期

越冬害虫防除

(i盛期防除)

養蚕



教育・研究支援業務

5 

農産加工
担当者中野英樹

1.穏婆

生物資源の有効利用という観点から、農作物の加工と貯蔵に関する実習教育を行うとともに、生物有機化

学的手法を用いて、農産物の有効利用を図る基礎的研究(農産物の機能性物質の検索、農産廃棄物の有効利

用等)を行っている。

本年度は、学生実習では、 3年生を対象に、余市果樹鴎で生産されたリンゴを用いて、リンゴジャムの製

造を行い、 l年生を対象にポテトチップスの製造を行った。製造関係では、従来より継続的に行われている

ブドウ液の生産、学生実習(纏物資源開発部門担当)で加工用トマトを栽培しているため、 トマトジュース

の生産、リンゴジャムの生産を行い、職員に払い下げしている。また、リンゴが生食用として一般家庭で

は、あまり消費されなくなってきており、また、好まれるリンゴの品種が変ってきている。そのため、当農

場で生産されるリンゴの一部品種に、払い下げづらい状況がでできていることから、その有効利用法の検討

として、ジュース、ジャム、ジエリー等の試作を行った。

2.農産加工実習室保有主要食品製造機械類

名称 製造所 購入年 備考

二重釜 北海製繕 2台

ジュースエキストラクター 精研舎 1974 

合成調理器(スライサー) 日本調理器製造 1972 

遠心機 国産遠J心機 1979 

球根剥皮機 日本調理器製造 1973 

11 日本調理器 1995 

フライヤー Tanico 1993 2台

シーマー 北海製縫 1960 

自動真空包装機 東静電気 1990 

矯演機 1973 

除梗機 GUBELII NICOLA 1990 仏製|

ウルトラフィルター ミウラ化学装置 1966 

レトjレト 北海製縫 1985 

ボイラー 荏原製作所 1985 

電動ブラシ 1978 

。ム
「

D

開格曹冒頭
開閉

隙暢鰐謄駒噂開暢嶋



農産加工

:生物資源科学科3年生

:農業経済学科3年生，他学科3年生(選択)

(13:00-15・25) 

3.実習内容

長場実習 I

対象 6月15日，228

6月17臼，24日

内容 リンゴジャムの製造:果実中に含まれるペクチン質<0.5%程度)が、果実中に含まれる有機酸

よって適当な酸度 (pH2.6~3.5) と糖度 (60~65%) によってゲル化する佐賀を利用して製造するも

のである。実際には果実に糖や有機酸を加えて、煮熟・濃縮してつくる。リンコ.ジャムでは、原料用の

品種は重量含量が高く、香気に優れ、肉質のしっかりした品種、例えば紅玉などが望ましい。果実は適熟

果を使用し、選果・洗浄後、事l皮・除芯を行い、熱破砕して裏ごしする。果実のpH、糖度を誘ベて酸

味料、砂糖を添加する。二重釜または減圧力E熱装置で目標糖度になるまで煮つめる。実習で製造する

ジャムは裏ごし工程を省略しブレザープスタイルのものにした。リンゴの品種は時期的に手に入るもの

が限られたためスターキングを用いた。

リンゴジャム製造工程

ソ+水令剥参除+計担惨さ+加+加ー+充+製
〈洗皮芯量フ糖熱レ汁て品
ゴ イ ・モ添ん

ス 語ン加
会と緑の体験演習

対象 6月24日 (16:30-18・00) 全学l年生(選択)

内容 ポテトチップの製造:一般に農産物の加工で、皮革IJきは完全自動化が難しく、人手を要し、排

水、廃棄物の処理を含めて、コストに与える影響の大きな工程である。パレイショの剥皮は、小規模の

場合は擦り言明き皮~J機を用いて物理的に表皮をこすり取る方法がとられる。ポテトフラワー工場などの
大規僕処理の場合は、主に苛性皮剥き法が用いられる。カセイソーダ等のアルカリ性化学薬品と熱の棺

乗効果によって表皮を弛緩、軟化させ、高圧水をかけて表皮を取り去る方法である。加熱しすぎると

ヒートリング(パレイショ表層の部分的な「煮えJ)が生成して製品に影響を与えるので、目的に応じ

た事11&法を選択する必要がある。

ポテトチップ製造工程

記長+2+喜+喜+現+要+手
ん入り ィ

雪ス チ
ッ
プ

+
 

パ
レ
イ
シ
ョ

4.研究課題
従来より行われている研究テーマは下記のとおりである。

-農産物の機能性物質の検索

.農産廃棄物の有効利用

-53 

その具体的内容

紫米色素の基礎研究と有効利用開発

赤米の抗雑草位、抗陸化性物質の検索

リンゴ、ブドウ、ナシの加工利用開発

織物病菖の生産する生理活性物質の検索

ホップのフラポノイドについて

アスパラガスの有効利用の開発

防鞠時一



農産加工

5.主要作業暦

六 6月 9月 1 0月 1 1月 1 2月

フ 13 2330 19 2 1821 
ド 搾 皮皮 オ ピ ，ピ出
ウ 汁 上す 1) ノ ン祷
液 げく ヲ! 洗 三ロ士ロ

製 しユ き 浄 め
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持

農 9 23 24252730 4 9 11 17 
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実 15172224 
習 学. 生 11 11 J/ 
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そ 24 
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生産量:58 Q 

本年度使用した品種

: KRN2011 

6.各作業工程
トマトジュース

ト+水+破争搾+調令殺...充+製
洗砕汁合菌填品

ト

生産量:385 Q 

本年度使用した品種

:キャンベルアーリー

ブドウ液

製
品+
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農産加工

1月 2月 3月

5 6 11 

ピピタ出
ンンン荷
洗言吉ク
浄め洗
浄

121314 19 212526272829 23 16 

リリリリリリリ リ リ

ンンンンンンン ン ン
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ゴゴゴゴゴゴコ ゴ ン
ン『・9 ン、吋齢 ン、.ン、。 シー也 シ、晶 シ、ー ン こL

ヱヤユヤエユエ エ
リム lムリ lリ 1) 

ス
処

ス lス! 理

12 
作業
業務
計報
麗告
作原
成稿
作
成

本年度使用

した品種

:紅玉

王林

リンゴジャム

工程は実習のジャム

に同じ

生産量:86kg 

搾4炉事+調令充+製
汁心味填品

』

v

h

除
芯

J

ノ
+

き

ユ

水

洗

づ

ジ

'

つ

プ

』
F

茂
、
/
リ
ン
ゴ

業

リ

作

加ーー+き+型
糖レ汁下 品

モ添ん
ン加

ゑ+員+

濃
縮

岡
田(布
袋
)

リンゴジエリー

ろ
過
hv 

加
熱
hv 

水
洗
hv 
リ
ン
ゴ

55 

除'--



.... 

教育・研究支援業務

妥長r行~毛布討医ヨ

堀康孝、生白稔

1.概要

位置は札幌市ーの西、約60kmの余市町内に所在し、 JR余市駅から2kmの距離の余市)1[

流域の平地にある。年平均気温はおよそ8
0

C、最高気滋は300C、最低気温は 1 5.C、

降水量は1200mm前後、穣雪は1. 2m位である。

本国は大正元年(1912年)、東北帝国大学時代に、果樹栽培の適地において、果樹

に関する研究と果樹濁経営の教育を行うことを司的として、余市町山田村に設置され、余

市果樹留と称し、農場長の管理下に置かれることになった。

当初の用地面積は明治45年に余市町から寄付された26a、東北帝国大学所有の公債

証書との交換により町から取得した40aのほか民有地190aを購入し、計2. 6 h a 

であった。その後、国有地の所管換えと民布地の購入によって約4haとなり、更に昭和

46年に隣接の民有地2haを購入して現在の商穣は約6h呂となった。

人員は当初、看守者1名のみであったが、その後専任職員が2名になり、更に教官2名

と事務官1名も配置され計5名となった。しかし、定員削減が実施された結果、現在は技

宮2名である。

研究・教育商では、リンゴの省力化栽培及び、わい化栽倍、果樹関雑草の生態、 DNA

分析によるリンゴ属植物の生科学的マーカーの確立に関する研究、果樹遺伝資源の凍結保

存、リンゴ腐らん病防除に関する研究(実態調査、組織・締胞学、 AM菌の利用等)が進

められ成果が発表されている。

2.研究および学生実習

夏期実習

l泊2日の日程で、リンゴ、梨の摘果、ブドウのジベレリン処理及び誘引作業、農薬散

布実習の他、余市町国芸試験場、近郊園芸農家の見学等を実施している。

(平成10年度は生物資源科学科23名)

収穫実習

リンゴ、ナシ、ブドウの収穫

(平成10年度は生物資源科学科38名、農業経済学科19名、応用生命科学科11名、

農業工学科1名、森林科学科2名)

リンゴ腐らん病に隠する研究は関場調査、材料採取(擢病郎、 1ド穣病部)、 AM菌の利用

など現在も継続中である。
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余市果樹園
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余市果樹罰

3. 平成10年度余市果樹園農作業暦

月 1 2 3 4 5 

30 2-691213 2611-1316- 1-3 8 14 17 22 23 1 6 8 11 11 14 27 28 
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月 6 7 8 

1 5 8 9~12 19 22~26 30 1 3 6 13 13 21 6 1 13 18 17~ 2628 
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余市果樹爵

月 9 10 11 12 
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4 薬剤散布暦
余市果樹劉

4/17 5/1 5/11 5/27 6/8 6/19 

2500リ7トh 2500リ7トh 2500リフトh 8000リフトh 7000リフトh 7500リットh

1) 石灰硫黄剤 スパットサイド アントラコール トップジンM ダイカモン アントラコール

ン 10倍 1000傍 500倍 1000倍 500傍 500倍

ゴ トップジンM トクチオン スプラサイド ダーズパン サイアノックス スミチオン

1000倍 800倍 1500倍 1000倍 1000倍 1000倍

エイカロール

1500倍

5/1 5/20 6/3 6/22 

2000')ヲトh 3000')，トh 3000リフトh 3000')ットん

ナ ダイアジノン オーソサイド スミチオン サイアノックス

シ 1000倍 800倍 1000倍 1000倍

エイカロール

1500倍

5/27 6/8 6/22 

500リヲトh 500')ヲトh 500リフトh

プ スミチオン オーソサイド オーソサイド

ド 800倍 800倍

ウ スミチオン ダイアジノン
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6/30 7/13 7/27 8/6 8/18 9/1 
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ピラニカ サンマイト オマイト

2000倍 1500倍 750倍

7/6 7/22 8/7 8/27 

3000リットh 30∞リ7トル 3000リフトh 3000ザットh

ナ オーソサイド キノンド-80% オーソサイド キノンド-80%

ン 800倍 1600倍 800倍 1600傍

ダーズパン ダイアジノン スミチオン ダイアジノン

1000倍 1000倍 1000倍 1000倍

ニッソラン エイカロール ケルセン

2000倍 1500倍 1500倍

7/22 8/18 

500')ットh 500リットん

プ アリヱッティC トップジンM
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ウ スミチオン スミチオン
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余市巣樹鴎

5.資料

リンゴ

品種 作付函穣 組生産量 (kg)

北の幸 6. 0 a 286 
みちのく 4. 5 a 54 
きたかみ 96. 0 a 2240 
つがる 93. 2 a 2776 
あかね 7. 0 a 559 

790 
秋香 6. 5 a 330 
組 11. 5 a 439

1 
レッドゴ-)J，-ド 13. 0 a 1060 
千秋 5. 5 a 643 

車工月 5. 0呂 528 
高嶺 4. 8 a 
スタキング 43. 7 a 1689 

オレゴンスパー 5. 3 a 159 
レッドプリンス 5. 3 a 87 
車工玉 6. 7 a 969 
陽光 6. 5昌 519 
iNJゴールド 6. 5 a 1052 
王林 6. 5 a 717 
北斗 6. 5 a 736 

|ゴールデン 2. 0 a 190 
陸奥 9. 6 a 160 0 
スペンサー o. 8 a 104 
いわかみ 7. 0旦 372 
こうとく 5. 3 a 200 
ふじ 3 o. 6呂 1765 

その他 17. 2 a 279 

量 (kg) I実験供試量 (kg)
一十一一一一一ー一一一r一一一一一一一一一一一

75 O 

14 O 

1 8 9 3 45 

1 7 9 7 495 
480 30 
642 O 

O 

345 18 

100 5 O 

495 O 

330 O 

98 O 

1 125 45 

135 O 

60 O 

885 315 
-150 O 

870 o 
240 15 
465 

O 

1020 75 

O 

255 O 

合計 い9OL1竺Ld亡J;
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除九

余市果樹霞

ナシ

品種 作付商積 粗生産量憎~出荷量(包) 実験供試量 (kg)
身不知 31 a 3160 2517 140 

プランディワイン 2a 333 279 O 
J¥ートレット 1. 5 a 305 261 O 

ヒメンコ o. 5 a 139 120 O 

合計 35a 3177 140 

ブドウ

作付面積

ラウェア 6. 3 a 2871 

ャンベルア リー 9. 3 a 821 

J'iッフアロー O. 2 a O 

スチューベン O. 2 a O 

合計 1 6 a 」三日-J竺j
その他

実験供試量、学内外払い下げ以外に全く商品価値のないもの(虫食い果、変形果など)

は苫小牧演習林では野鳥に、北大構内では小動物の給餌に役立てられている。

u乍年9月16日の台風5号の持はリンゴ樹10数本が倒れ、 1 1月中旬の大雪では葉身

は枯れていたが、葉柄が枯れておらず樹全体が雪に覆われ大技が多数折れ、この時もリン

ゴ樹10数本が倒れる大きな被害があった。ナシも落葉していなかったプランディワイン

の大技が数本折れる被害があり、当分の問、収量に影響をあたえそうである。約60凶離

れた札幌のE霊場では台風が逸れ、大雪も降らず被害が全くなく幸いであった。

樹齢が20年以上のリンゴは腐らん病に羅病しているものが多く、重症樹を年間10本

前後伐探している。

ハスカップは苫小牧の勇払B吉野で採取した 100株を結栽し、プルベリ はバ クレ
ー、ジュン、ブルーレ 、ウェイマウス、ペンパートン、コどル、ブル クロップ、ラン

コーカス、ルーペルの9品種60本を植栽している。
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教育・研究支援業務

生態畜産部門・畜産グループ

《概要》
畜産グループは技官 11名で構成され、以下の教育研究支援業務を行っている。す

なわち、約36haの園場を管理し、牧草、飼料作物の栽培・飼料調裂をおこない、そ
れらを利用して啄、鶏、馬、めん羊および乳牛を飼育している。さらに、生産された

家畜・家禽および牛乳を利用した食肉製品や乳製品の製造を行っている。

教育研究部生態畜産部門(教官6名、うち専任 2名、兼任4名)との密接な関連

のもと、 「土~飼料~家資~糞尿~土Jのサイクルを重視し、土地と結びついた家畜
生産を追求するとともに、家畜の生産から加工までを一貫して担当しているところに

本グループの特徴がある。このように豚、鶏などの単胃動物も含めて土地利用型家畜

生産を展開している例は全国の大学農場の中で唯ーであり、また食肉および乳製品製

造に関するパイロットプラントとしては、国立大学はもとより私立大学や他の試験研

究機関の中でも最も優れたものの一つである。その中で、技官は単なる生産・飼育・

製造業務に携わるのではなく、学生、大学院生の実験実習および研究における実際の

生産現場における技術的アドバイスおよび指導を行うといった重要な任務を担って

いる。今年度では、農学部、獣医学部および低温科学研究所から申請のあった 28件

の研究課題を担当・支援するとともに、農学部 (6科目)および、獣医学部 (3科目)

の実験・実習、さらには全学教育科目 (1科目)の一般演習を担当した。

今年度より、旧畜産第一部、畜産第二部および畜産製造部に所属していた技官が一

体となって畜産グループが発足したが、臨場および施設が分散していること(第一農

場と第二農場)や業務内容が大きく異なること(家畜・厨場管理と食品製造)等から、

実質的には中小家畜分野(技官 :4名)、大家畜分野 (4名)および畜産製造分野 (3

名)に分かれての作業体制であった。動物を飼育管理している以上、その業務は 1日

の中断も許されないことから、休日(土、日曜日、祝日、年末年始)の業務は、技官、

関連教官のローテーションによる日直体制によりカバーしている。将来的に予想され

る定員削減に伴う業務の見直し、資産グループとしての共同作業のあり方については

今後の検討課題である。

なお、今年度は北 18条道路拡幅に伴い「馬術部馬場J(198a)が第二農場内に移転・
建設され、さらには「北海道産学宮協働センター」用地(30a)としての第二農場の土
地割愛が正式決定された。圏場面積縮小による粗飼料生産の減少、それらに伴う家畜

飼養頭数の減少など、来年度以降の教育研究への影響が懸念される。
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中小家畜分野
( I日音産第一部)

教育・研究支援業務

原田誠 原田進

大嶋栄喜 綴農洋人

中小家畜分野は、豚・鶏・馬・5車馬を飼育している。さらに、家畜飼料作物(玉萄黍、馬鈴薯、小麦
、燕麦、牧草、南瓜)を栽培し、それらを家畜の銅料としており、 「土~飼料~家畜~排世物~土Jの

サイクルの中で、一貫して土地と結び付いた家畜生産を行っている。主として、中小家畜・家禽の飼養

管理と飼料生産の実習、ならびに、家畜遺伝・育種・繁殖学的研究に利用されている。

本施設(家畜・閏場)は、教宮2名(専任l、兼任1)、および技官4名によって管理・運営されて

いる。畜産に関する学生実習に大きな役割を担っており、毎年多数の学生実習に利用されている。この

実習は、畜護学科、獣医学部、学内の学生を対象としている。たとえば、獣医学部学生対象の実習では

、衛生管理面に、学部学生、その他の学生には、一般管理の基礎に重きを置いた内容の実習を行い、対

象とする学生に応じたメニューを考え、実潔内容を工夫している。特に音産科学科学生を対象に行う家

畜生産実習では、春期から冬期(通年)にかけて毎週l回、豚・鶏・馬の3つの斑に分かれてローテシ

ヨンを組み、各家畜の基礎的な飼養管理を学生に身を持って習得してもらう。また、春期から秋郊にか

けて飼料作物園場では、除草、牧草収穫、馬鈴薯収穫等の実習が行われ、後期には、約半年間の養豚実

習を行っており、実習時間内外に畜産科学科2年目が毎日、朝・タの仔豚の育成管理と飼料配合などに

取り組んでいる。

l 学生実習内容

1)豚

O繁殖管理 分娩予知、分娩介助

種付け適期のやj定

人工授精(採精、精液性状検査、精液注入)

C衛生管理 疾病の予防、寄生虫の駆除

ワクチン接種

消毒

0一般管理 種豚、肉豚の体型評価

仔豚の育成、肥育(離乳、去勢、耳実j入れ)

日常管理(豚舎、豚房の清掃管理、堆m，:場・放銅場管理、飼料調整)

2)鶏

O人工授精(採精、精液注入)
O鮮卵、解化(種卵、解卵器の消毒、入卵、検卵、雌雄鑑別)
O育雛(育費量器の消毒、脊雛管理、育雛の飼養、疾病の予防)
O日常管理(ケージの管理と清掃、飼料給餌、換気と光のコントロール)

3 ) 馬.~車馬

O給餌、馬房の清掃
01帝の管理

4)闘場における飼料生産

0飼料作物(玉萄黍、燕麦、小麦、馬鈴薯、南瓜)の播種、施肥、除草、中耕、収穫

n
h
u
 

p
h
v
 

開閉開閉開場瞬静営石ーや ~~=~^.間 以叫ん川町…岬電話 開



中小家畜

試験研究内容

1 )豚

Oブタの放飼飼養方式の予備試験
Oブタの体外受精に関する研究
0ブタ受精卵の体外培養および受精卵移植に関する研究
Oブタ精子の受精能獲得に関する生化学的解析
ODNA 配列によるブタの家系判別に関する研究

Oブタ雄特異的遺伝子配列の検出
0ブタ着床郊に特異的な遺伝子発現の解析
0ブタ胎盤と胎仔の遺伝子発現に関する研究

2 

2)鶏

O鶏の遺伝育種学的研究
0鶏卵卵殻質の性質とその遺伝様式の解明
。肉用鶏の効率的飼育法

。鶏精子の保存技術の開発

3)馬、騒馬

OウマのマイクロサテライトDNAに関する研究

技官の日常業務管理

1)豚

担当技官 l名

主な業務内容.朝・タの給餌・育成管理、豚の人工授精、教官の実験・研究と学生実習補助など

年間の仕事

0学生実習・獣医学部解剖実習・畜産製造(ハム、ソーセージ、ベーコン)
に合わせた仔豚の年間生産計函の立案(教官・技官)および実行

0飼料購入計画の立案および実行
0飼料(玉萄黍、馬鈴薯、小麦、燕麦、魚粕、その他)の配合割合計画の立案
(種豚用、肥育日軍用、仔豚用)

O豚舎周闘の環境整備
0飼料作物生産[播種14月燕麦、馬鈴薯、 5月玉萄黍、 9月小麦

〔収穫17月一番牧草、小麦、 8月燕麦、 9月馬鈴薯、 10月二番牧草、 11月玉萄黍

-教官の実験・研究

3 

一」

イ
豚出荷 | 

曜漫画 二---~二二二事豆二二三亙 | 
言丞解創業吾 川 1!♀ 1i 
ー←一一一一一一一一一…商雇学部解剖実習 一-E l ;合計 50 

平成10年4月から平成11年3月まで

合計21♀ 
表l 平成10年豚出入

福原寸実験用含む♂

収入荷

!畜産第一部生産数 合計[
 

1
6
-
つ
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中小家苦手

2)鶏
担当技官2名

主な業務内容:朝・タの給館・育成管理、鶏の人工授精、教宮の実験・研究と学生実習補助など

年間の仕事

。学生実習・獣医学部解剖実習・畜産製造・教官の実験・研究・産卵鶏に合わせた鶏の年間生産

計画の立案(教宮・技宮)および実行

0館料購入計画の立案および実行
。飼料配合割合の計画(幼雛、中雛、大雛、成鶏用)の立案および実行

0幼雛舎、中雛舎、交配舎、コロニー舎、成鶏用ケージ舎の水洗いと蒸気消毒
O鶏舎周密の環境整備
0飼料作物生産(豚担当技宮に同じ)

表3.その他 羽数

「一百一-r一一五一「♀|内 訳!
1 1月 20日 11 131学生解剖実習用(

9月 18日 3: 31実験用 ! 

「五月 4日 l' 笠笠竺轡j実習用 4
合計 5 39 

平成 10年鶏利用状況

表2. 畜産学科学生実験用 ♀羽数

tZ「JHZト→
羽 o! 日 01

一点目 610月| 引
5月 3' 11月|引
6月 2--liJ'l' 
合計 351 

rJ;j空
80i廃鶏
証言寸玄一一王子…
80!廃鶏 j

lζ 廃鶏
。:肉用鶏

o肉用鶏
2581 

羽数

♀ 

供用換(畜産製造部用)

付|♂|
8BI 01 
9BI 引

10日i 引

11日 40，

1自-」主
計 1471

表4.

|日

9月

。

表5 平成 10年成鶏羽数推移 月末羽数

l平成8年生まれ{平成9年生まれ!平成10年生まれ

1月日 20: 47 3581 0 0 425 

2月 01 19! 471 35針。 o 422 

3月 O! 171 471 3561 01o  420 
4slI 01 111461 3551 01 0 412 

四 01 81 451 3531 0 o  406. 

6旦L--q161 453竺L--tL-竺E
__ ?fl~ ___..2J____2l __ 4~___~51o 0 400 
8Fl 0 0' 44: 3491 0 0 393 
9月i 面!万---IT-El7~----Õ---O-- -88 

1ヨゴ=円弓F3弓

ぷ>.
cl 

oo 
n
h
u
 



。平成10年鶏卵手IJ用状況
表6. 更新用種卵(一回目)

日 付:{因数!累計{

5月 23日 60! 601 

一一一24日 62' 122， 

25臼 51 173 

26日 631 2笠1
27日 63'， 2991 

云E6訂寸591
29日 631 4221 

30日 601 4821 

31日 61! 5431 

6月 1日 571 6001 

5/21-5/23人工授精

更新用種卵(二回目)

付 |個数|累計 1

10日 59! 591 

11日 591 1181 
12日 56 174 

13日 54 2281 
15日 551 283， 
6/8，6/9人工授精

表7

「百
6月

表8 畜産学生実験用種卵
百石市町一一一ーナ個数:累計!

豆二一-iEj」旦二豆5
7月 2日-3日 53 153 

5臼-29日i 五9: 392j 
8月 6日-9日 17[ 4091 

21B' 121 421' 

23 B-25日 44， 465 

27日 12 477 

31日 10: 4871 

4日 lOi 4971 

11BI 121 5091 
23日 141 5231 

B B-15BI 88: 6111 

18日-22臼 94' 705' 

備考 5/4，6/30，7/13，8/21，9/2人工授精
貯卵した種卵を適時使用

10月以降は、交配舎にて集卵

9月

10月

表10 平成 10年鶏卵生産量 月間生産量 (kg)

1月 577.8 7fl 423.7 

2月 488.4 8月 396.8

3月 613.2 9月 175.4

4月 504.2 10月 66.6

5月 455.3， 11月 127.9，

6月 435.6: 12月 254.51

年間生産量 45194j 
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学生実習用種卵

一夜--，-菌数 i累計]
18日 71 71 

19日 61 131 
2C日 7: 201 

21Bt 8[ 281 
22日 7: 35' 
亙E二二τ:4Z
25B， 81 50: 

26日 81 581 
27臼 71 65， 

2日 71 721 
3日;7i79j

4B I 91 88 
4/16，4/17，4/23，4/24 
人工授精

却
一
日
門

」一一一一一

5月

備考

中小家畜



「!
3) 馬・騎馬
担当技官2名(鶏と兼ねる)

主な業務内容:朝・タの飼育管理と教官の実験・研究と学生実習補助

年間の仕事

0一番牧草、二番牧草、燕麦等の給餌管理
O放牧場管理

中小家畜

表11. 平成 10年馬・駿馬飼育頭数
「一一一 ! ♂ i 早

馬 1頭

騒馬 1頭 1頭

4) 家畜飼料作物

担当技官 l名

主な業務内容 鴎場管理、教官の実験・研究と学生実習補助

年間の仕事

。飼料作物(玉萄黍、馬鈴薯、小麦、燕麦、牧草、その他)の作付け計函の立案(教官・技宮)

および実行

Of重子、徐草剤、購入計画の立案および実行
Oトラクタ一、プラウ、デスク、ドリル、パッカ等の農業機械作業計画の立案および実行

O飼料作物生産[播種14月燕麦、 j罵鈴箸、 5月玉萄黍、 9月小麦
[収穫17月一番牧草、小麦、 8月燕麦、 9月馬鈴薯、 10月二番牧草、 11月玉萄黍

O各種新規緑肥作物実規模掻種方法比較試験と後作効果の検討

表12. 飼料作物作付け面積

i玉濁黍 200

」二一麦 400
馬鈴薯;- 30 

南
一
燕
一
牧

(単位ア-)v)

瓜

麦

草

20 

370 

340 

技官4名は、それぞれの担当部署をもって全体として協力して業務をしているo 一番仕事が集中する

のは、飼料作物撞種時期の春期であり、ごの時期には技官全員が園場に出て播種作業にあたる。デスク

ドリル、パッカ、種子運機などに携わる。同時期に豚、鶏それぞれ豚房、鶏舎(育雛舎・育雛器、中

雛会・中雛ケージ)等の水洗いと蒸気消毒、人工授精、採卵、解化等などの仕事が集中している。また

、秋期の飼料作物収穫時期には、なるべく学生実習日と合うようにと考えてはいるが、最近の天気はま

まならないのが悩みの一つである。

家畜を扱う以上、土曜日・ B曜日・祝祭日の日直が避けられないので技宮4名で交代で勤務している。

-70 
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比一

平成10年中小家資分野業務底

(旧畜産第一部)

豚馬担当 鶏・馬担当

毎日朝・タ給餌、豚房奨掃除、育成管理 毎日朝・タ給餌、鶏卵重測定、育成管理

丹金曜E鶏舎糞掃除

l月 4豚分娩 9飼料配合(豚用)

9奇麗学生実習(2年目後期) 23 9畜産学生実習(2年目後期) 23 

9綜体重測定 23 12新スチームクリーナー納品、試運転

19 餌料配合(豚用) 26 14 密会周回除雪 19.30 

12 畜舎周囲除雪 27.28.30 14 産卵記録集計 20.28.29 

16 豚精液採取 14 研修委員会(1名) 21 

16 豚人工授精 17 20 解部実習用鶏獣医学部へ運搬

21 豚の糞採取(実験用) 22 旭川出張(1名)(粉砕機見学)

22 姐111出張(粉砕機見学) 27 飼料用穀物粉砕 28.29 

2月 2豚出荷 16 2豚出荷 16 

3畜舎周囲徐雪 9 2畜舎周囲除雪 3.9.12.18.19 

3馬鈴薯運搬 4産卵記録集計 5.9-12.18.19.23-27 

6畜産学生実習(2年目後期) 5飼料用穀物粉砕 10.12.20.23.24 

6豚体重測定 20 6畜産学生実習(2年自後期)

9館料配合(豚用) 13.17.19.25.26.29 (牧草運搬.燕麦袋づめ)

10 削蹄 10 削跨

13 農学部からマウスの糞運搬 26 豚血渡採取(学生実験用)

19 豚分娩

20 豚人工授精 21.22 

26 豚血液採取(学生実験用)

3月 2飼料配合(豚思) 6.13.16.19.23.24 21!lJi血液採取(学生実験用) 10.17 

2豚血液採取(学生実験用) 10.17 3農場研修参加(l名) 4.5 

3農場研修参加 4.5 3産卵記録集計

9畜舎罵鴎除雪 9.10-13.16-19.23.25.26.30 

12 仔豚、去勢耳完i入れ 9鶏体重担i定 23 

14 豚精液採取 25 16 新粉砕機試運転.性能調査粉砕

16 豚人工筏務 17.26 24-26.30.31 

17 豚体重測定 18 17 豚体重測定 18 

19 間l締 19 削蹄

23 解卵器清掃

4月 1豚層水洗い 1飼料用穀物粉砕 24.28 

2豚体重田i定 10.16.23.24.31 2豚体重測定

3館料配合(豚用) 7-10.14.28-30 6豚出荷 13.28 

6豚出荷 13.28 6鮮卵器部品蒸気消毒 7 

10 畜産学生実習(3年E前期) 17.24 8肥料搬入

14 豚房に生石灰塗る 21 8解卵器清掃修理 9.17.21-23.27.28 

15 燕麦種子、選E'l 9幼雛舎育雛器水洗い蒸気消毒 13-15

16 獣医学生実習 23.30 10 畜産学生実習(3年目前期) 17.24 

17 豚放飼場の整備 15 燕麦種子、選別

20 燕麦播種グレーンドリjレ 21 16 獣医学生実習 23.30 

20 農実I学生実習 22 20 農実I学生実習 22 

27 馬鈴薯(エニワ)播種 20 燕麦囲場デスク.燕麦播種.パッカ 21 

27 馬鈴薯(エニワ)播種

30 育雛器組み立て

71-

中小家畜

(数字は、日付)

間場担当

12月から翌年3月まで家寄飼育管理

9畜舎周囲除雪 26.30 

9畜産学生実習(2年目後期) 23 

13闘場作付け表提出

(中小家畜分野主任へ)

20 豚採血用ワク運搬

22 旭川出張(粉砕機見学)

23 肥料申込書提出{事務所へ)

27 業務報告書日誌記入 28.29 

2豚出荷 16 

3畜舎周囲除雪 9.18 

3馬鈴薯運搬

5業務報告書日誌記入 6 

6農薬，肥料表記入

6畜産学生実習(2年目後期)

16 研修発表準備 17 

20 豚体重測定

26 豚採血用ワク運搬.豚血液採取

2豚採血用ワク運搬.豚血液採取 10.17

9農場改革説明会

12 農薬注文

12 ホクレン試験説明会

18 馬鈴薯(エニワ)種子運搬

1農場技官会議室集合

6豚出荷 13.28 

8肥料搬入

10 全国場小枝ゴミ拾い.牧草肥料散布

10 畜産学生実習(3年自前期) 17.24 

15 燕麦種子、選別

16 畜産会議

16 獣医学生実習 23.30 

20 燕麦播種 21 

27 馬鈴薯(エニワ)播種



中小家畜

豚・潟担当 鶏・局担当 困場担当

5月 l畜産学生実習(3年目前期)8.15.22.29 l畜産学生実習(3年目前期)8.15.22.29 1吾護学生実習(3年目前期)8.15.22.29 

6豚出荷 11.18 1周辺環境整備6.719-21.26-29 6堆肥フロントローダで切り返し

7獣医学生実習 14.21.28 l育雛器組み立て温度調態試運転8.13 6豚出荷 11.18 

B飼料配合(豚用) 13.27 6豚出荷 11.18 7玉萄黍種子測定 8 

9豚分娩 6産卵記録集計 8.11-13.18.25.27 7獣医学生実習 14.21.28 

11玉窃黍撮種 12 7獣医学生実習 14.21.28 11宝萄黍播種 12 

11農実[学生実習 13 9鶏更新用交配計画打ち合わせ 16.18 13玉濁黍試験種子忌避再l扮子

19削蹄 11農実I学生実習 13 14圃場除草剤散布 19.27 

19豚房水洗い蒸気消毒 21.25 11玉萄黍播種.パッカ 12 15玉笥黍試験回場播種(実験用) 26 

26 豚房に生石灰塗る 26 15飼料穀物粉砕 25 20 五萄黍種子揺種用円盤サイズ調整 21

28 縁体重測定 19削蹄 22 南瓜播種

28 仔豚、去勢.耳刻入れ 29 21 鶏人工授精(更新用) 22.23 

6Yl l豚出荷 1鮮卵器に入卵(更新用) 15 1豚出荷

2首1)蹄 9.16 2即i蹄 9.16 2クローパー圃場ストローチョッパ

2豚房水洗い蒸気消毒 3.5.9.12 2飼料穀物粉砕 4.5.9-12 9牧草婚種

8豚房に生石灰塗る 12.15 2経演学部学生見学 11獣医学生実習 18.25 

11 豚精波採取 8鶏人工授精(吏新用) 9112 馬鈴薯培土

11 獣医学生実習 18.25 8検卵(更新沼) 15.22.29 12 畜産学生実習(3年自前期) 19.26 

12 畜産学生実習(3年E前期) 19.26 11 獣医学生実習 18.25 17 閲場除草~)散布 18.19.23 

15 馬放飼場の環境楚備 16.18 12 畜産学生実習(3年目前期) 19.26 23 馬鈴薯防菌・防虫剤散布

23 館料配合(豚用) 25 23 鰐化(1回目)雌雄鑑別，脚帯(番号)付け 25 玉萄黍圃場ロータリカルチベータ

26 豚体重測定 24 鮮卵器清掃.部品蒸気消毒 25.26 29 牧草刈りへイモーア

30 卸帯から翼帯へ付け替え(1田昌) 30 牧草反転へイテッダ

7月 1牧草収穫 6 1牧草収穫 6 1牧草収穫 6 

2獣医学生実習 9 2中雛舎水洗い.蒸気消毒 7-10 2獣医学生実習 9 

2豚体重担i定 17 2獣医学生実習 9 4牧草反転ヘイテッダ 5 

7豚湧水洗い蒸気消毒 15 6鮮化(2回目)雌雄鑑別.脚帯(番号)付け 13 小麦収穫準備(コンパイン調整)

6 飼料配合(~軍用) 10.13.27.30.31 13 雛ワクチン注射 15 牧草地除草剤散布

11 豚分娩 21.25 13 脚帯から翼帯へ付け替え(2回目) 17 畜産学生実習(3年目前期)

17 豚房に生石灰塗る 13 鶏人工授精(学生実験用) 21 小麦収護 30 

17 畜産学生実習(3年目前期) 17 寄産学生実苦手(3年目前期) 23 小麦乾燥機からタンクへ

21 小麦収穫 30 21 鶏体重測定(実験用)

22 自1)蔀 29 21 'J、麦収穫 30 

23 小麦乾燥機からタンクへ 22 飼料配合(鶏用)

30 豚精波採取 22 鶏移動.幼雛舎から中雛舎へ(1回自)

23 小麦乾燥機からタンクへ

8月 3小麦乾燥機からタンクへ 3小麦乾燥機からタンクへ 3小麦乾燥機からタンクへ

3飼料配合(蘇用) 10.24.26.27 3鶏体重測定(実験用) 17.30 5コンパイン掃徐

4開!蔀 27 3鶏移動ー幼雛舎から中雛舎へ(2呂田) 11 燕麦収穫

6豚房に生石灰塗る 3飼料配合(鶏用) 14.31 17 豚出荷

11 燕麦奴穫 4商1)蹄 27 18 燕麦乾燥機からタンクへ

12 豚精波採取 6飼料照穀物粉砕 21.31 24 南瓜置場除草

14 綜移動 24.26 7コロニー舎水洗い蒸気消毒 10.18-20 25 小麦盛場後ブラウ 26.27 

17 豚出荷 11 燕麦収穫

17 馬血液採取(実験用) 28 17 豚出荷

18 燕麦乾燥機からタンクへ 18 燕麦乾燥機からタンクへ

20 豚人工段精 21 鶏人工授精(学生実験用)

25 鶏デピーク(鳴切り) 27.28 
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中小家畜
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22豚精液採取

22銅料用穀物粉砕

げ

初

出

品

Q
d
 

q
L
 

鶏馬担当

11豚出荷

11飼料配合(鶏用) 5 

開

ω
Q
d
 
つゐ取採

搬

液
選
一
噛

り

E

よ

搬

協

運

i

農

ク

陸

一

王

肘

場

一

荷

種

血

踊

一

出

麦

採

豚

小

豚

1

3

4

 
11鶏移動ー中雛舎からコロニー舎へ

(1回呂♂)

221鰐料用穀物粉砕

24.25.28 

30 

81鶏畜産製造部へ 9-11 

9-11 1 21交配舎水洗い蒸気消毒 3.7.10.141101小麦播種パッカ

17.18 1 21コロニー舎防鳥沼テグス張り 1111新指牧草掃除刈り

21鶏人工授精(実験用 1141，車場除草剤散布

24.25.28 1 21鶏中雛舎からコロニー舎へ 1211馬鈴薯エニワ収穫

81鶏畜産製造部へ 9-11 1301玉萄黍試験踊場、調査測定

30 1211即l蹄

211馬鈴薯収穫

24.25.28 

10月111蘇血液採取(学生実験用)

21豚体重部定

51飼料配合(豚用)

71牧草収穫

81飼料用穀物粉砕

121荷瓜収穫

141馬鈴薯運搬

161仔豚、去勢

231畜産学生実習(2年目後期)

251弱体重測定

261茄で馬鈴薯、給額始める

2 1 11鶏移動ケージ舎から交配舎へ

23 1 21ケージ舎水洗い.蒸気消毒

21 5-9.12.13.15.16 

取融

問

血

翫

豚

調

ア

ダ

鍛

、

一

ツ

別

運

場

モ

テ

選

加

ク

圏

イ

イ

ワ

参

ワ

験

へ

へ

ニ

修

用

試

り

転

穫

エ

穫

研

血

黍

刈

反

収

薯

収

部

採

萄

草

草

草

鈴

瓜

学

豚

玉

牧

牧

牧

馬

南

農

1

A

F

b

n

b

内

O

勺

d

o

o

q

6

Q

d

1

1

 

2 

9.12-14 

20.21 

19.20 

ハ
u
q
4
 

Q
M
 
ー

へ
舎

引

削

日

V
J

鉛

~

用

船

間

引

砕

験

験

計

か

計

粉

償

問

明

甑

舎

集

物

定

取

実

味

穫

録

穀

拠

採

生

ヰ

収

記

用

重

液

学

動

草

卵

料

体

血

産

移

牧

産

飼

鶏

馬

苔

鶏

7

7

8

2

5

3

3

 

1

1

2

2

 

醐

取
g

受

年

搬

子

位

運

積

習

ワ

ワ

実

ニ

ニ

生

エ

工

学

薯

薯

産

鈴

鈴

畜

馬

馬

n
d

内

φ

7

2

2

2

 

11月141鶏畜産製造部へ 41玉萄黍収穫準備(コンパイン調整)5 1 21ケージ舎用備品蒸気消毒

41削蹄 20 1 41飼料濡穀物粉砕 11.12.24-26.30 1 41鶏畜産製造部へ 5 

4飼料用穀物粉砕 11.12.24-26.30 1 41鶏畜産製造部へ 5 1 61畜産学生実習(2年目後期 13.27

61牧草収納庫内移動

邑|畜産学生実習(2年目後期)

射線出荷

101玉萄黍収穫

121玉笥黍乾燥機からタンクへ

121豚精液採取

131豚体重測定

211馬血液採取(実験用)

91鶏体重測定(実験用)

13.27 1101玉萄黍収穫

221 91玉萄黍水分測定

16 1101玉萄黍収穫 16 

20 16 1111コロニー舎防鳥用テグス取り外し 1121:1<罰黍乾燥機からタンクへ

16 1131玉萄黍乾燥機からタンクへ 201241堆肥散布

201131銅料配合(豚用 24-27.301 251堆肥散布車水洗い

141飼料配合(鶏用 1261玉萄黍後間場ブラウ

27 1181産卵記録集計 19 

241堆肥散布

261乾燥機掃除

11飼料配合(豚舟 2.3.15-17.21.25

11解剖実習照豚獣医学部へ運搬

21館料配合(鶏用)

21dol料用穀物粉砕

11 1 41解剖実習用鶏獣医学部へ運搬

41畜産学生実習(2年呂後期)

1
 
2
 
9
 

搬週

)
へ

期

部

l

後

学

才

目

医

入

年

獣

砕

刻

2

雪

豚

粉

耳

献

血

除

用

物

勢

実

定

周

期

自

穀

去

生

測

周

実

用

、

学

蚤

舎

部

料

豚

産

体

畜

解

飼

仔

吾

豚

1
A
1
&

つム

q
u
A
U
1
4ム

日川つん

置
剖
日
間網金用

湖

鵬
毛

口

内

正

庫

取

靖

則

自

紋

採

俊

齢

何

仙

波

ヱ

却

草

精

入

金

ロ

牧

豚

豚

綜

1

5

6

4

 

1

1

1

2

 

21 

3.15 

q

，“，
i
 

。。ー

搬

け
還

付

)

へ

り

期

部

取

後

学

に

呂

備

涯

一

年

準

獣

タ

α
搬

豚

ク

雪

習

運

用

ラ

除

実

草

習

ト

回

生

牧

実

機

周

学

へ

剖

雪

舎

産

舎

解

除

膏

畜

馬

唱
え

τよ
内

4

A

せ

A佳

11 

14 41産卵記録集計

11 1181コンパイン掃除

7.17.25 1241豚舎2階換気口防鳥居金網設置

つ-u
勺

t

81寄金周囲除雪 9.15.21.22 

17 1241豚舎2階換気口防鳥用金網設鐙



or 

ゐーー一

教育・研究支援業務

大家畜分野

1 .業務概要

岩倉隆 新海秀史
高橋太郎 八巻策、平日

大家寄分野では、乳牛(ホルスタイン種)および緬羊(サフォーク種)の飼養管理と、その粗飼料の栽培

収穫、そしてこれら実験動物を用いた教育研究の支援を主業務とする。

年間を通じて毎日の業務として、搾乳 cl日2回:8: 30および16・00)生産乳の出荷、子牛へのITili乳 cl
巴2回搾乳時)、糞尿掛2出などの牛舎内清掃(午前iJ)、サイレージ(午前)、乾主主等(午後)の飼料給与が
あるほか、各種実験、実習および研究(後述)の支援および指導業務が随時ある。家畜自体の管理業務とし

て、発情チェック、種付けおよび分娩監視・介助等の繁殖管理業務、牛体ブラッシング、自IJ~m、除f号、去勢

等の乳牛個体管淫業務、体調不良牛の治療等の衛生管理業務が随時ある。ミルカ一等搾乳関連機械、サイ

レージ搬出用アンローダ、ベルトコンベア等飼料給与関連機械等、家畜管理機械の保守点検業務も年間を通

じて随時行われる。

季節的な業務としては、夏期間は、放牧地および探草地への施肥(年3回)、コーン畑の耕起、堆肥散

布、怒f童、除草剤散布および中耕除草、放牧地の除草、アルフアルフアサイレージ(年3回)乾草(年2回)
およびコーンサイレージ (年1包)の収穫等、牛舎内管理業務の他に、これらの岡場管理業務が加わる。な

お、車井起. t佳目巴散布およびサイレージ・乾草収穫業務については、作業管理部より技官2名の応援を仰いで

いる。冬期間についても、牛舎内管理業務の他に、牛舎周りおよび‘牛運動場の除雪、堆肥切り返し等の業務

がある。

平成10年は、ここ近年のうちでは、春先の天候に比較的めぐまれ、 5月初旬には乳牛の放牧試験を開始す

ることができた。しかし、秋口に降雨が続いた際、例年には克られない規様で、回場における地下水位の上

昇が起こった包このため、特に明渠周辺の図場の排水が著しく不良となり、一部では車両による作業が図難

となった。原因は特定されていないが、次年度以降にも同様の障害の発生が懸念されている。

2.教育利用内容

1)実習

2)実験

家畜生産実習

(搾乳実習含む)

農場実習

農業機械学実習

飼養管理実習

家畜内科学実習

家畜臨床繁殖学実習

食と緑の体験演習

家畜栄養学実験

卒業論文実験

修士論文実験

博士論文実験

農学部 畜産科学科 (2年後期~3年前期、 30名、必修)

農学部 生物資源科学科 (3年前期、必修)

農業経済学科 (3年前期、必修)

応用生命科学科 (3年前期、選択)

農学部 農業工学科 (3年前期、選択)

獣医学部獣涯学科 (2年前期、必修)

獣医学部 獣医学科 (5年前期、必修)

獣医学部獣医学科 (5年後期、必修)

全学教育科目 (1年前期、選択)

農学部

農学部

農学部

獣医学部

農学部

獣医学部

音産科学科

寄産科学科

畜産科学科

獣医学科

畜産科学科

獣医学科

-74ー
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3.研究利用内容

1)家寄生産システムにおける土地利用と生産効率に隠する研究

2)土地を基盤とした牛乳生産に関する研究

大家畜

3)酪農生産における草地の管理・利用方法と生産力評価に関する研究

4)放牧草地の生物相と物質循環に関する研究

5)良質自給飼料の生産に関する研究

6)家畜糞尿の手11活用に関する研究
7)牛乳成分の変動要因の解析

8)乳牛の生理的指標としての血中プロフィールに関する研究
9)乳牛のエネルギー利用に関する研究

10)反努家者の飼料消化動態に関する研究

11)反努家苔の脂質代謝・窒素利用に関する研究

12)乳用牛若手の育成・管理方法に関する研究
13)乳牛の繁殖管理に関する総合的研究

(獣医学部家畜臨床繁殖学講座との共同研究)

14)粗飼料主体による乳用紙子牛の育成に関する研究

(農学部約属牧場、農学部畜牧体系学講座との共同研究)

15)作物群落構造の違いが微気象に及ぼす影響
(農学部農業物理学講座との共同研究)

16)近赤外分光法を基軸とする裂し牛生体情報のオンラインモニタリング手法の開発に関する研究

(農学部生物生産工学講座との共同研究)

17)積雪層構造および積雪せん断強度の経時的推移に関する研究

(低温科学研究所雪氷環境グループとの共同研究)

盈設監盟(平即時 1 2月現在)

C D B 

工業試験場 8U， 8U， 7仏1

衛生研究所 木

戸YA 
1&' 

岡場

A~G' ・ 放牧地
4区....試塁声放牧区

5，6，10区 ・採草地(イネ手半伎草)

7，札口区 採草地(7Jf77ル77)
8区 e 飼料用コーン

「木j 避暑用パドック

牛舎

対尻式スタンチョン

!¥イフ.ラインミ)1ノカ
パーンクリーナ2基装線
地下葉原、貯留槽 (450t容)
スチール裂気密サイロ

(239 rriヲX2基
ボトムアンローダX2

機械庫 (512ぱ〉

畿致主1l.血盟 主と1 ワqLh丘

1注)割愛された区域については影をつけて表した。
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大家資

大家畜分野年間作業暦

月 2 3 4 5 6 
3/2く 〉 4/6 5/6 

乳牛 畜ス牧プ体リ(系実ン学技グ講指・座導キ)ャ新ンプ4年生
放牧開試始験

、/ 

重i 
4/27→ 28 5/11 

間IJ蹄
牛売払
・+亭町酔 且

2/25 
みAサイトγ給与終了、 Gサイレージに切替 0> 

生 4/10 5/8 
1123→24 m虫 毛刈り
飼料調整

4/14 
放牧開始

う

4/17 
施肥 6/1一一世

l番刈り開始

4/28 5/21→22 
3/31 草工事地現更場新の・駐た車め耕場起跡 更援新種館、所鎮圧間場排水溝掃除

ルア 4/11 

フ
施肥

ア
jレ
フ 3/31 
ア 圏場排水溝帰除

関
5/12 
堆n~散布

5/14→ 5/21 

用 耕起(テ JlJ，トタリ)

コ 5/22 
施肥，撞種

ン 鎮圧

4/17 5/6 
施B~ 放牧開始 、/ 

草地
3/6 4/6ー.'8 5/1 5/19→ 26 
液肥散布 液肥散布 翻場の清掃 掃除刈り

4/3ご 牧捕の設置整備・補修
〉 4/30

3/27 5/29 
jJli)溝婦除 放牧区の ハードリ整地

n
h
u
 

n
/
 

J 



大家畜

平成10年 1/1~1 2/3 1 

6 7 

6/18 
ヨーネ病検査
(家畜保健所)
異常なし

8 10 

了
勾
終

什
一
九
鰍

¥
7
 

9 12 

12/1→2 
10/20 削蹄

牧場より6頭帰場、
7頭管理委託へ 11/16 

牛売払

9/11 
ラ Aサイv-γ給与開始

10/21 
コーンサイトγ給与照始 一一台

9/4 
館料調整

う 11/24
放牧終了

6/11ーう 6/19
1答乾草収穫
採草5，10区
放牧C，O，E，F，G区
6区牧草は
ザイEに切り込み

7/2 
追肥

8/17→8/20 
2番乾草収穫
採草5，6，10区
放牧E，F，G区

。
所
ハ
川
笛
)

Q
U
石
川

bv-

H
弼
山
間

ν区
帥
M

C

、
ρ
b
u打

10/22→26 
図場周り雑木
校払い

6122→ 24 
1番メリり
22 刈取り
23→24切込み

6/24 
追肥

8/4→8/7 
2番刈り
4 刈取り
6→7切込み

8/10 
追肥

9/30→ 10/1 
3番刈り

30刈取り
i切込み

6/2 
1余草剤散布 7/11 

補植
ホー除草

9/25 
先端研7ェンス脇
まくら路手刈り

10/7→8 
堆肥散布

6/25→6/:お，7/9→7/10
中耕
(日ーテトカjトチ)

9/28→ 30 
切込み
サイロ詰め

10/12→ 14 
秋耕(プラウ)

7/2 
追肥

6126→ 29 
掃除刈り

7/2 
掃除刈り草回収

担 11/6
放牧終了7/14→ 15 

液肥散布

7/30→31 
f苦除メ1)り

9/17→18 
液肥散布

12/4 
牧柵等
撤去収納

9/30・・・ 11/9→12・・・ 12/8
液肥散布
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大家資

資料(大家畜分野)

平地0年
12月318現在
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実験供試量
総出荷量

牛乳生産

111 ~12/31) 

27頭
54頭
2.0田
25頭
2頭
100 % 

凍結精液は、いづれもγャハ・ンホルリイノ7・トデイノゲトピ 1社より購入

使用種雄牛(凍結精液)
H B-8094 
HB-8096 
HB-8105 

(平成10年

授精実頭数
授精延べ頭数
授精平均回数
最終受胎頭数
最終妊否不明頭数
総受胎率

乳牛繁殖状況
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(平成10年

子牛下痢症
食欲不振・食滞
発熱性疾患、
ケトージス
その他代謝異常
乳房炎
卵巣嚢麗
生殖器異常
難産
死産
流産
子宮脱
乳頭創傷
尾根部外傷
E帝部創傷

家畜衛生状況

標期鞠切切開再開鱒燃費開



大家畜

粗飼料生産(平成10年)

腕n!'l及び防除
種別 面積(a) 肥料 施肥量 (kg) その他薬剤

イネ科牧草
草地122号 1，71印

採草地 440 
草地456号 1，71印

放牧地 倍。 草地122号 2，720 
朝也456号 2，720 

マメ科牧草
424 

S550 1，060 
(7ル77ん77) 硫酸加里(粒) 1，696 

飼料用 S482 2，7剖
う7リ』 6，200 cc 

デントコーン 310 ょうりん(粒) 775 
ゲずプリム 4，650 g kg 
ゲイ7γjン 93 

収量表

種別 数次 採草面積 (a) 収量 (kg)

乾草
l番刈り 620 44，040 
2番刈り 650 32，144 

76，184 

グラス引いジ 190 24，000 

7ル77)v77 1番メサり 23，400 
サイレーシ. 2番刈り 424 20，700 

3番メザり 8，100 

52，200 

コーンサイレーシー 310 122，100 

放牧地利用状況(平成10年 4/30~11/5) 

革主E
A 
B 
C 
D 
E 
F 
G 

育成用、 7ク

耳鼻 (a)

80 
70 
80 
80 
190 
90 
60 
30 

章常jjfJ.牧日数(日)

67 
58 
89 
60 
61 
26 
O 
51 

-79ー

総放牧時間 (h)

1，070 
811 
549 
517 
177 
388 
O 
1，033 

平均放牧頭数(頭/1ヨ)

8.2 
8.1 
8.0 
9.7 
10.6 
10.0 
0.0 
5.9 
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購入配合飼料(平成10年)

搾乳牛・乾乳牛用
育成・子牛用

(平成10年)

放牧地1.87ha(搾乳牛12頭/日)
N -Pz04 -1<:，0 -.tv包o(kg/10a) = 6 -12 -10 -5 
1998年 5月68~ 10月15日(163臼間)
5時間x163日=815時間

試験放牧区利用状況

-総使用面積
・施肥内容
-放牧期間
・総放牧時間

12/31現在)(平成10年丞盤国牛熊喜産部門ホルスタイン彊

明治21(1お8)年 2月25日生

敷島系

牛番号よ 敷島(しきしま)

父オリンピオ NO.1l57 N.F 
母プリス勺 NO.5530 H.H.B 

M 

立7一四一田l阻由7-1069-1101 

翠主」込L

1 -6-43子口1-218 -23s -3)2-398-451 

漣系

牛番号 i 漣(さざなみ) 明治21(1888)年 2月25日生

父スミスコンケラ-NO.3068 H. H. B 
母プリスマ NO.3068 H.H.B 

l5-46一回-225-292 -419 -470一日l印ー724γ百2T811ァ脳一四-952-.-1044 -1106 

I I L1065-1112 

L由一由2-1032

L四ー蜘】1田7-1057

ー剖O 訂ト問-1084

2 

J 

盟主企盟以....，

l旧6-1049-111956 -150-193-220 

-80ー



大家畜

3
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系

牛

鳥千

千鳥(ちどり) 明治21(1邸8)年5月30日生
父ネザーランド NO.1852 H.F.H.B. 
母 NO.3007 H. F.H. B 

3 -ぉ-61-田一132一回一国7ーお6-4印一日0-585-田5-619一日6一節ー751一臣5-874ー坦5-1005

以ト、王罪I存 1jjJ'i 

第3ネリ一系
第 3ネリー 大正 7年 月寒畜産試験場より保管転換導入

四一四一醐ー田zー悶，-1066

1-1095-1117 

4
 

1
よ
1
5
A
 

1
tム
p
h
U
0
0
 

9

l

 

n
u
-
-
A
 

t
B
A
1
i
 

口
凸

Q
U

一
一

n
u
n
u
n
t
u
l
ヮ
t

1

1

6

冶

8

寸
ム
ー
i

n

U

H

n

u

「
I

L

-

-

*

1

ょ

Q

d

r

i

-

-

」

一

回

蜘

醐

」

了

|

|

L

山

崎

間

(第3ネリー)-227-252 -275-343ー胡1一明一問一574上自0一日9-715 田7十910一割Or田5-1041-1115 

'-1016.1085 

ρ
O
 

T
fーム

寸

t
ム
1
1
4
 

n

L

1
ム

Qυ

寸

i

n
U
?
i
 

T
E
A
T
t
-

一

-

8

0

7

 

F
t
h
U

勺

r
べ
叶
M

o
m
α
 

1
ム

*

1

ょ

「

i
I
L
i
-
-一

間1
 
4
 
4
 
虫

以ト、現存 20jj買

新規導入牛

弔Jt3年新提主主入
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教育・研究支援業務

工司 王手足~1 O~三彦E今主主i三安芸歪'!J

実習の筏要

生態音lli部門(畜産グループ)省産製造竹野

仮谷 - jJ日j藤秀雄目立昭二

学生実習は主として生態畜産部門、畜産製造分野の施設を使用して波学部畜産科学科3年呂学生を

対象にMiFi生産物利用学実習と食肉利用さ芋実習を実絶している。ここでは干し肉製品の原料の検査、取

扱いから、各種製品の加工、製造までを、製造技術はもとより食品の í'ÎÍ~三管理も含めて総合的に習得

させることを目的としている。

実習開始時には内容を説明した上で、事故やケガのないようにたiil立を呼びかけた上で、多人放でL

できるだけ学生各人が手にとって実習できるように考慮しつつ教室と技官が一体となって実習指導を

している。カリキュラム上は一回につき 3時限の内容であるが実習を充分に理解体得させるために時

間の延長もしばしばで、また実習の当tViIiと後始末に多大な時間と作業f置が要求される。なお、実習は

上記畜産科学科学生のほかに「農場実習」として他学科の学生についても要望に応じて年間数時間実

施している。

イ) 酪農生産物利用学実溜

乳製品を製造する原料としての牛乳の成分や乳質の検査分析を行い各極乳製品を実際に製造

してその加工原理を学ぶ。さらに理解を深めるために近郊の乳製品工場を見学する。

序論ーーーーー牛乳の取扱いに必要な基礎的知識ならびに乳等省令(厚生省)についての解説。

乳質検査ぃ…衛生的乳質、成分的乳質を調べる各様j検査11，を習得する。
乳製品製造一市乳、バター、チーズ、ヨーグルト、アイスクリームを製造する。又、各経製造機械の

構造とその操作法を知る。

工場見学ーーー乳製品工場3'r所、乳業会社研究所2ケ所、生乳検査機関lケ所を見学。

ロ) 食肉利用学実習

食肉の処理技術および各種食肉製品の製造技術を習得し、食肉の理化学的特性に対する理解

を深める。

豚の屠畜と解体

屠畜場の見学、豚の屠畜および解体を行う。衛生検査についての講習を行う。

豚枝肉の解体、分割j

豚枝肉を大きく肩肉、腕肉、

食肉製品の製造

もも肉に3分割して除、自主主形して部分!苅にする。

各種のハム、ソーセージ類、ベーコン、スモークドチキン、缶詰食品としてランチョンミー

ト等を製造する。

ソーセージの品質評価

実験用ソ セージを製造し、

工場見学

その物理的特性や色調などを比校検討1るo

食肉製品製造工場を見学し食肉製品の~illi過程の Fill ~1!を深める。

-82ー
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2・畜産製造実習施設、機械配置図と名称
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畜産製造

2 .賂E芝生産物利用学実習 (平成10年度)

対象学生 畜産科学科3年生(必修1単位) 島崎教綬/玖村助手

毎週木曜日 5-7時限 (13:00-15: 30) 

畜産科学科 実 習 項 自 実 習 作 業 内 月台匂

(木曜B)

4・ 9 オリエンァーション 実習全体の概要と食品衛生に関連する法規の解説

4・16 手L質の検査 原料乳乳質評価のための各極検査法。アルコール試験等

4・23 飲用牛乳の製造 原料乳の受入れから、検査計量、洗埋、熱交換による殺医

冷却、充填、打栓 患の検査までの一連の作業行程を実施

4・30 会乳の脂肪率定量 牛乳の脂肪分をゲルベル法とノ〈ブコァク法によって測定。

金手しの全固形分の測定 TMSミルクチェッカーにより全図形分を測定する。

5・ 7 牛乳の分離 牛乳をクリームセバレータ によって生クリームと脱脂手[

鋭脂乳の脂肪分測定 に分離される一連作業の実施。機械を分解し仕組みを解説

5・14 バターの製造とクリー バターチャーンに温度調節したクリームを入れチャーニン

ムの脂肪率の測定 グ、加塩、ワーキング、水分測定、主主語の一連作業の実施

脂肪率の測定と酸度滴定。

5・21 ナチュ 7ルチーズの製 原料乳の加熱殺閣と冷却後チーズパ y トに入れスターター

造 aml0:30開始 を加えて固めカッティングしてホエ を抜いて裂に詰めて

プレスをする。その後加塩して長期間熟成させる。

5・28 breed法による細菌数 顕微鏡による生乳の総回数の測定

の測定

6・11 ヨーグルトの製造 原材料の混合 殺困、スターター添加(乳酸図)

充填と発酵 :発酵に適した温度で約10時間

6・18 森永ょっば乳業晃学 恵庭市の乳業工場と研究施設の見学。

5・25 アイスクリーム製造 原料乳の分離、脂肪率の定量、アイスクリームの組成配何創

顕微鏡による脂肪球の 式の計算、各原料の混合とホモジナイザ 機による均質

確認 殺菌、冷却、フリージング、カップ詰め。

7・ 9 サツラク乳業見学 最新設備の中規模牛乳処理工場の見学

7・1G 雪印乳業見学 市乳工場、歴史と伝統を象徴する乳業資料館および総合技

術研究所の見学

夏 休 み

9・17 北海道生乳検査協会の 中立機関による道内全域の生乳試料の分析纏設を晃学。

見学

-84ー
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畜産製造

3・食肉利用学実習 (平成10年度)

対象学生.畜産科学科3年生(必修1単位) 服部助教授

毎週火曜日 5-7時限 (13: 00-15: 30) 

畜産科学科 実 習 項 目 実 習 {乍 業 内 廿句切

(火礎自)

4・14 ガイダンス 新入生に対し実習に関する概要の説明

4・21 北海道音産公社の見学 大規模屠畜場における牛馬豚の屠畜解体処理作業の流れ

4・28 豚の屠畜と解体 2頭 屠畜場法の概要、生体検査、屠畜方法の実技、剥皮と内蔵

の除去、背割り、内蔵検査、枝肉の保冷までをする

5・12 豚枝肉の分割と除骨 枝肉半丸を各クループで専用ナイフを用いて大きく 3分割

して中の骨を除き部分肉にする

5・19 豚肉の整理とソーセー 万を使い筋、鍵、』旨肪等を取り除き赤肉と脂肪を小さく角

ジ原料の乾塩漬 切りして塩漬にする

5・26 トトジの製造とパう、ロヮ 和ニ7、ウインナ、ポサ等のソート?を製造する。肉挽きれテイリと充

舌、心臓、血液の塩漬 i真、利ルとλモサをして完了。ロースハム、ベ寸人 171fト{トゾの塩漬

6・ 2 ブ 7 "J ドソーセージの 豚皮のボイル、脂肪の角切り、舌、心織のボイルと角切り

製造 カッテイングと混合充棋ボイル冷却保冷までをする

6・ 9 トス、プレスハム、ベーコン、生ハムの 各製品により '1-キンゲパわけ整形、爆煙、ボイル等の行程を

製造 aml0:30開始 経て製品を完成させる

6・16 セミド7イソート7の製造と丸 脂肪の角切りと原料のミキシング、充填、ボイルと爆煙。

繕の塩漬 塩漬液をi'Fり解凍した丸鶏を入れ冷蔵庫に保管しておく。

6 . 2 3 H-7ドチキンの製造 塩漬の終えた幾の首と手羽を糸で固定しボイルと煉慢する

6・30 缶詰の巻締と耐圧試験 KIIトムシーマ"を用いて 1)77ーとローラーを調節して封缶して基準値

と切断面の作図 に合わせる。マイ灼トト測定と作図

7・ 7 うンチョンミートの製造 原料肉のhバン?¥わfインF、、ンスマ7.7-機によるエマルジョノイヒを行い

(i-t-;iの缶詰) 缶に充墳、パキrki-マで封缶しレト川殺菌して冷却する

7・14 実験用ソ寸-;iの製造 食用ではなく分析用として小型の機械を使い少量製造する

(亙硝酸の効果)
，〆〆

夏 {木 み

9・22 ゾーセージの物性試験 精宙機器による弾力性の測定や色差計による色弱を測定し

組成の違いを考察する

9・29 食肉製品製造メ カー 主要肉製品の製造行穫を見学し製造だけでなく工場管理や

の見学 製品流通の管理にも理解を深める

肯 実習で{乍られた製品は学生に試食させその評価を受け次の実習の参考にする。

「
円
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畜産製造

4 .試験・研究 (平成10年度)

試験、研究は大学院農学研究科生物資源生産学専攻、畜産資源開発学講座、畜産食品開発学研究室、

務農科学研究室および農学部食品衛生学研究室の数宮、大学院生、学生が関与する研究テーマについ

て、工場施設を使用して専任技官と共同で実験を行い、結果についての討論、考察するもので最近で

は以下の試験研究課題に取り組んでいる。

a 牛乳の利用に関する研究

1 牛乳成分として含まれる抗菌性蛋白質ラクトフェリンの研究

2 牛乳成分として含まれる抗菌性酵素ラクトペルオキシターゼの研究

3.発酵乳ケ7ィールの連続製造法の開発

4. ケフィール発酵中における Lー及びDー乳酸の消長に関する研究

5 脂肪代替物としての乳清蛋白質を用いたアイスクリームの品質に関する研究

6. ゴーダタイプチーズの熟成に及ぼすコ ト剤及び加塩法の影響

7. ゴーダタイプチーズの品質に及ぼすスターター乳酸菌の影響

8. クリ ムチースの保存性に隠する研究

9 ハターの水分合量及び製品歩留まりに及ぼすチャーニング温度と時間の影響

1 O.乳酸菌リパーゼに関する研究

b 食肉の利用に関する研究

1 細胞外マトリックス成分の添加がソーセ ジの品質特性に及ぼす影響

2 食肉製品中のリン酸塩の低減化に関する研究

3 食肉製品の品質に及ぼすトレハロースの影響

4. 食肉製品の品質に及ぼすヨE硝酸塩の影響

5. 食肉製品の品質特性に及ほす食塩濃度の影響

6 食肉製品の品質に及ぼす結着剤の影響

7 缶詰製品の貯蔵期限に関する研究

8 天然ケーシングの改善に関する研究

9 境漬笠味成分に関する研究

1 0 凍結肉の解凍ドリップと肉色、肉質との関連

86ー
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畜産製造

5 . 資料 (平成 10年度)

年間生産実績

女原料は中小家畜分野より

製 ロヒロヨ 名 年間生産kg実績 供用 o

ロースハム 2 2 3. 3 

ベーコン 3 5 5. 3 -親豚 2頭♂ 1♀ l

7
0

レスノ、ム 3 8 6. 5 -育成豚 4 7iiJi 

ポロニアソーセージ 9 3 6 l -廃鶏 298羽

ウインナーソーセージ 2 7. 2 -若鶏 1 0 7羽

セミドライソーセージ 2 4 1本

ブラッドソーセージ 3 5 l 

犬原料乳は大家畜分野より

ランチョンミー (缶詰) 119缶 供用。

ボイルドチキン (缶詰) 4 5 4缶

実験及び加工を含めて

スモークドチキン 1 3 7 6 

原料乳 1 5 4 8 kg 

ラード 4 4 5. 5 

プ 1)'/クチーズ 1 7 8 

ハター 234本

一」

以上が平成 10年度の原料の供用とそれに伴う生産の (実験も含む)実績である。
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除要思

畜産製造
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